
 Japanese  Weekly Newspaper  (Free)

Member of THE OVERSEAS JAPANESE PRESS ASSOCIATION

 NY生活プレス社  NO.987（週刊） 2024年 12月 7日土曜日  ・NEW YORK SEIKATSU PRESS, INC.  ☎ (212) 213-6069
・71 WEST 47TH STREET, SUITE 1205, NEW YORK, NY 10036

■
新
聞
と
同
じ
レ
イ
ア
ウ
ト
で
読
め
る
デ
ジ
タ
ル
版www.nyseikatsu.com

 

世
界
の
ど
こ
に
い
て
も
Ｎ
Ｙ
の
今
が
分
か
る
日
本
語
新
聞
（
フ
リ
ー
）©All copyrights reserved to New York Seikatsu Press, Inc.

一般社団法人海外日系新聞放送協会加盟社

 SHUKAN
NEW YORK
SEIKATSU

 Printed in U.S.A.

　

本
紙
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
（
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
）
と
都
立
中
央

図
書
館
（
港
区
南
麻
布
）
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
利
用
者

の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学
の
本
郷
と
駒
場
の

両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

　

外
務
省
海
外
安
全
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
特
殊
詐
欺
に
関
す
る
注

意
喚
起
が
発
表
さ
れ
た
。

　

詐
欺
グ
ル
ー
プ
は
タ
ー
ゲ
ッ

ト
を
絞
ら
ず
ラ
ン
ダ
ム
に
社
会

的
に
信
用
さ
れ
て
い
る
機
関
を

騙
り
、
電
話
や
電
子
メ
ー
ル
等

で
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
の
シ
リ
ア
ル

番
号
や
送
金
を
要
求
し
て
き
た

り
、
個
人
情
報
を
聞
き
出
そ
う

と
し
た
り
す
る
ケ
ー
ス
が
あ

る
。
中
に
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し

特
定
の
人
物
の
個
人
情
報
を
調

べ
た
上
で
電
話
を
掛
け
て
い
る

ケ
ー
ス
も
あ
る
。
特
に
、
非
対

面
の
方
法
で
相
手
に
接
触
し
金

銭
を
だ
ま
し
取
る
、
い
わ
ゆ
る

特
殊
詐
欺
が
海
外
で
も
発
生
し

て
い
る
。日
本
国
大
使
館
職
員
、

日
本
国
総
領
事
館
職
員
、
日
本

の
警
察
官
や
税
関
職
員
等
の
日

本
政
府
の
職
員
、
現
地
警
察
、

銀
行
や
公
共
機
関
等
を
騙
る
ケ

ー
ス
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
特
殊
詐
欺
に
つ
い
て

は
、
現
地
公
館
で
注
意
を
促
し

て
い
る
。
騙
す
側
は
相
手
の
不

安
を
あ
お
る
た
め
に
、
身
に
覚

え
の
な
い
容
疑
や
罪
を
で
っ
ち

上
げ
た
上
で
、
個
人
情
報
の
詳

細
を
聞
き
出
そ
う
と
し
た
り
、

料
金
の
未
払
い
等
を
騙
り
、
送

金
を
要
求
す
る
と
い
っ
た
手
口

が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
電
話
番

号
の
表
示
に
つ
い
て
も
、
実
際

に
存
在
す
る
電
話
番
号
（
日
本

国
大
使
館
、日
本
国
総
領
事
館
、

現
地
警
察
等
）
を
偽
装
表
示
さ

せ
る
等
、
犯
罪
の
手
口
は
益
々

巧
妙
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
自

身
で
公
式
サ
イ
ト
に
て
電
話
番

号
等
を
確
認
し
て
か
け
直
す

等
、
慎
重
に
対
応
す
る
。
特
殊

詐
欺
の
被
害
が
増
え
て
い
る
現

状
を
認
識
し
、
手
口
の
特
徴
を

把
握
し
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う

十
分
に
注
意
す
る
。

〈
特
殊
詐
欺
の
主
な
手
口
例
〉

（
１
）
偽
警
官
が
架
空
の
又
は

実
在
す
る
名
前
と
身
分
番
号
を

名
乗
り
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
不
正
利
用

で
容
疑
が
か
け
ら
れ
て
い
る
と

し
て
相
手
に
逮
捕
を
ほ
の
め
か

せ
、
取
消
し
の
た
め
の
手
続
き

料
を
送
金
さ
せ
よ
う
と
す
る
。

（
２
）
日
本
国
大
使
館
職
員
を

名
乗
り
、
相
手
に
日
本
で
犯
罪

の
容
疑
で
裁
判
所
か
ら
逮
捕
状

が
出
て
い
る
と
し
て
、
相
手
の

個
人
情
報
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
情
報
を

聞
き
出
し
た
り
、
取
消
し
の
た

め
の
手
続
き
料
を
送
金
さ
せ
よ

う
と
す
る
。

（
３
）
警
察
を
含
め
た
現
地
捜

査
機
関
と
名
乗
る
者
か
ら
電
話

で
「
あ
な
た
の
口
座
は
犯
罪
者

に
利
用
さ
れ
た
」「
あ
な
た
の

口
座
は
テ
ロ
リ
ス
ト
に
よ
っ
て

使
用
さ
れ
た
」
な
ど
と
し
て
、

個
人
情
報
の
詳
細
を
聞
き
出
そ

う
と
す
る
。

（
４
）
現
地
銀
行
等
を
名
乗
る

者
か
ら
「
必
要
な
お
金
を
入
金

し
な
け
れ
ば
、
口
座
は
凍
結
さ

れ
る
」
等
と
言
わ
れ
指
定
の
口

座
へ
の
送
金
を
要
求
さ
れ
る
。

ま
た
、
公
共
機
関
等
を
名
乗
る

者
か
ら
料
金
未
払
い
等
に
よ
り

送
金
を
要
求
さ
れ
る
。

〈
特
殊
詐
欺
へ
の
対
応
方
法
等
〉

　

日
本
国
大
使
館
、
日
本
国
総

領
事
館
、
日
本
の
警
察
や
税
関

等
と
い
っ
た
日
本
の
公
的
機
関

が
正
式
な
手
続
き
に
よ
ら
ず
税

金
、
罰
金
、
保
釈
金
の
名
目
で

送
金
を
要
求
す
る
こ
と
は
な

い
。
ま
た
、
日
本
国
大
使
館
や

日
本
国
総
領
事
館
は
、
他
の
公

的
機
関
か
ら
の
送
金
要
求
を
代

行
す
る
こ
と
も
な
い
。
身
に
覚

え
の
な
い
不
審
な
電
話
、
メ
ー

ル
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
に
安
易
に
反
応

し
な
い
な
ど
の
対
策
を
と
る
こ

と
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
る
。　

　

Ｎ
Ｙ
交
通
博
物
館
は
今
年

も
、
ホ
リ
デ
ー
シ
ー
ズ
ン
恒

例
の
地
下
鉄
ビ
ン
テ
ー
ジ
車

両
を
運
行
す
る
。
こ
の
「
ホ

リ
デ
ー
・
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
・

ラ
イ
ド
」
は
、
１
９
３
０
年

代
の
９
車
両
を
含
む
70
年
代

末
ま
で
走
行
し
て
い
た
車
両

に
実
際
に
乗
車
で
き
る
。
車

内
に
は
行
先
を
表
示
す
る
ロ

ー
ル
サ
イ
ン
、
広
告
な
ど
当

時
の
様
子
が
そ
の
ま
ま
残
っ

て
い
る
。

　

同
博
物
館
の
コ
ン
チ
ェ
ッ

タ
・
ベ
ン
チ
ベ
ン
ガ
館
長

は
「
12
月
の
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン

は
ま
さ
に
マ
ジ
カ
ル
。
恒
例

の
ホ
リ
デ
ー
・
ノ
ス
タ
ル
ジ

ア
・
ラ
イ
ド
で
過
去
に
戻
り
、

ホ
リ
デ
ー
ス
ピ
リ
ッ
ト
を
感

じ
て
ほ
し
い
」
と
伝
え
て
い

る
。
運
行
は
12
月
毎
日
曜
、

Ｆ
線
上
り
２
番
街
駅
発
と
Ｑ

線
下
り
96
丁
目
駅
発
。
２
番

街
駅
〜
ハ
ウ
ス
ト
ン
ス
ト
リ

ー
ト
駅
は
午
前
10
時
、正
午
、

午
後
２
時
、
４
時
発
。
96
丁

目
駅
〜
２
番
街
駅
は
午
前
11

時
、
午
後
１
、３
、５
時
発
。

停
車
駅
な
ど
詳
細
は
ウ
ェ

ブ
サ
イ
トhttps://www.

nytransitmuseum.org/
holidaynostalgiarides/

を
参
照
す
る
。

　
　
（
写
真
・
植
山
慎
太
郎
）

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
結
成
以

来
、
国
内
外
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
続
け
る
ブ
ル
ー
マ
ン
・
グ

ル
ー
プ
は
、
34
年
間
続
け
た
オ

フ
・
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
の
公
演

を
新
年
で
終
了
す
る
こ
と
を
声

明
で
発
表
し
た
。
顔
を
ブ
ル
ー

に
塗
っ
た
３
人
組
が
ド
ラ
ム
を

叩
き
な
が
ら
、
リ
ズ
ミ
カ
ル
か

つ
コ
ミ
カ
ル
で
迫
力
の
あ
る
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
人
気
を
博
し

た
同
グ
ル
ー
プ
は
、
こ
れ
ま
で

ロ
ウ
ワ
ー
・
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の

ア
ス
タ
ー
プ
レ
イ
ス
劇
場
で
約

１
万
７
０
０
０
公
演
、
ほ
か
国

内
主
要
都
市
や
ク
ル
ー
ズ
船
、

日
本
を
含
む
海
外
で
も
公
演
ツ

ア
ー
を
成
功
さ
せ
て
き
た
。

シ
カ
ゴ
の
最
終
公
演
は
１
月
５

日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
２
月
２

日
だ
が
、
追
加
公
演
の
可
能
性

も
あ
る
。
昨
年
１
月
に
は
ゴ
ミ

箱
や
デ
ッ
キ
ブ
ラ
シ
な
ど
を
使

っ
た
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
の
「
ス
ト
ン
プ
」

が
29
年
の
幕
を
閉
じ
る
な
ど
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
名
物
オ
フ
・

ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
の
ロ
ン
グ
ラ

ン
公
演
が
ま
た
ひ
と
つ
姿
を
消

す
こ
と
に
な
る
。

海
外
で
特
殊
詐
欺
急
増

日
本
の
公
的
機
関
名
乗
り
邦
人
狙
う

過去から到着
ホリデー乗車

ブ
ル
ー
マ
ン
新
年
で
終
了

34
年
の
上
演
の
歴
史
に
幕

https://www.restaurantnippon.com/
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冬
の
新
鮮
な
鱈
は
お
い
し
い

も
の
で
す
。
鱈
（
た
ら
）
に
も

種
類
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
で

は
身
の
硬
い
ま
だ
ら
を
お
使
い

く
だ
さ
い
。
ト
マ
ト
は
赤
い
ト

マ
ト
が
お
す
す
め
で
す
。

【
材
料
】　

鱈　
　
　
　
　
　
　
　

２
切
れ　

大
蒜
み
じ
ん
切
り　
　
　

３
片　

玉
ね
ぎ
み
じ
ん
切
り　

２
個
分

オ
リ
ー
ブ
の
実　

８
個
分
（
種

を
取
り
出
し
み
じ
ん
切
り
）

茹
で
卵　

　
　

１
個
（
粗
み
じ
ん
ぎ
り
）　

ト
マ
ト
４
個（
１
個
２
２
０
ｇ
）

塩　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
１　

胡
椒
小　
　
　
　
　
　

１
／
３

砂
糖　
　
　
　
　
　
　
　

少
々

オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル　
　
　

大
４　

イ
タ
リ
ア
ン
パ
セ
リ
み
じ
ん
切

り　
　
　
　
　
　
　
　
　

適
宜　

パ
ル
メ
ザ
ン
チ
ー
ズ　
　

適
宜

【
作
り
方
】

１　

鍋
に
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
大

２
を
入
れ
て
熱
し
、
玉
ね
ぎ
み

じ
ん
切
り
を
加
え
し
ん
な
り
す

る
ま
で
炒
め
る
。

２　

別
鍋
に
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル

大
２
を
入
れ
、
に
ん
に
く
を
香

り
が
で
る
ま
で
炒
め
、
ト
マ
ト

は
粗
み
じ
ん
ぎ
り
に
し
て
加

え
、
塩
、
胡
椒
、
砂
糖
を
入
れ

て
５
分
ほ
ど
煮
る
。
①
の
玉
ね

ぎ
を
加
え
て
と
ろ
み
が
で
る
ま

で
煮
詰
め
る
。

３　

耐
熱
容
器
に
②
の
ソ
ー

ス
を
入
れ
、
生
の
鱈
を
５
セ

ン
チ
ほ
ど
に
切
っ
て
加
え
る
。

１
８
０
度
の
オ
ー
ブ
ン
で
約
20

分
焼
き
、
焼
き
あ
が
っ
た
ら
、

オ
リ
ー
ブ
の
実
、
茹
で
卵
、
イ

タ
リ
ア
ン
パ
セ
リ
を
の
せ
て
最

後
に
パ
ル
メ
ザ
ン
チ
ー
ズ
を
全

体
に
す
り
お
ろ
し
て
ふ
り
か
け

る
。

鱈
の
ト
マ
ト
煮

　

毎
年
年
末
に
行
わ
れ
る
フ
ァ

ミ
リ
ー
向
け
の
英
語
の
オ
ペ
ラ

「
魔
笛
」
が
12
月
12
日
（
木
）

か
ら
２
０
２
５
年
１
月
４
日

（
土
）
ま
で
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ

ン
歌
劇
場
に
て
上
演
さ
れ
る
。

ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
の
「
ラ
イ
オ

ン
キ
ン
グ
」
で
ト
ニ
ー
賞
を
受

賞
し
た
ジ
ュ
リ
ー
・
テ
イ
モ
ア

が
演
出
す
る
メ
ッ
ト
の
英
語
要

約
版
で
上
演
時
間
は
１
１
５

分
。
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
作
の
こ
の

歌
劇
は
豪
華
な
衣
装
と
舞
台
装

置
、
登
場
人
物
パ
パ
ゲ
ー
ノ
役

の
英
語
な
ら
で
は
の
ユ
ー
モ
ア

が
楽
し
め
る
ほ
か
、有
名
な「
夜

の
女
王
の
ア
リ
ア
」
が
２
幕
で

歌
わ
れ
る
。

　

ま
た
12
月
14
日
（
土
）
の
マ

チ
ネ
公
演
の
前
、
午
前
10
時
か

ら
は
チ
ケ
ッ
ト
を
持
っ
て
い
る

子
ど
も
と
そ
の
家
族
が
無
料
で

ホ
リ
デ
ー
・
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス

に
参
加
で
き
、
音
楽
家
や
楽
器

演
奏
家
、
か
つ
ら
・
衣
装
ス
タ

ッ
フ
な
ど
か
ら
実
演
や
演
奏
を

聴
く
こ
と
が
で
き
る
。

　

入
場
料
は
35
ド
ル
か
ら
。
チ

ケ
ッ
ト
・
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ

トhttps://www.metopera.
org/season/2024-25-
season/the-magic-fl ute/

を

参
照
す
る
。

　

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
俳
優
の
小
野

功
司
が
出
演
す
る
ク
リ
ス
マ
ス

シ
ョ
ー
「Christmas In The 

Air

」
が
12
月
４
日
か
ら
21
日

（
土
）
ま
で
、
10
都
市
全
12
公

演
の
米
国
ツ
ア
ー
を
行
っ
て
い

る
。
Ｎ
Ｙ
近
郊
で
は
、
12
月
20

日
（
金
）
午
後
７
時
30
分
か
ら

ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
イ
ー
ス
ト

ン
（State Theatre Easton

）
に
て
、
21
日
（
土
）
マ
サ
チ
ュ

ー
セ
ッ
ツ
州
ス
プ
リ
ン
グ
フ

ィ
ー
ル
ド
（Aria Ballroom - 

MGM Springfi eld

）
に
て
上

演
さ
れ
る
。

　

■
小
野
さ
ん
か
ら
の
コ

メ
ン
ト
「
こ
の
冬
、Rand 

Productions

が
主
催
す
る
ク

リ
ス
マ
ス
シ
ョ
ー
に
出
演
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
昨
年
は
Ｎ
Ｊ
州
ア
ト
ラ
ン

テ
ィ
ッ
ク
シ
テ
ィ
の
Ｍ
Ｇ
Ｍ
ホ

テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、

今
年
は
さ
ら
に
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ

プ
し
、
全
米
ツ
ア
ー
と
し
て
公

演
が
行
わ
れ
ま
す
。
ク
リ
ス
マ

ス
の
名
曲
が
散
り
ば
め
ら
れ
た

心
温
ま
る
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
レ
ビ

ュ
ー
を
お
届
け
し
ま
す
。
大
人

か
ら
子
ど
も
ま
で
楽
し
め
る
内

容
で
す
。
昨
年
に
引
き
続
き
、

今
年
も
こ
の
素
晴
ら
し
い
プ
ロ

ダ
ク
シ
ョ
ン
に
参
加
で
き
る
こ

と
を
光
栄
に
思
っ
て
い
ま
す
」。

　

チ
ケ
ッ
ト
・
詳
細
は

https://www.vividseats.
com

/christm
as-is-

in-the-air-tickets/
performer/66122

を
参
照
。

　

メ
イ
シ
ー
ズ
デ
パ
ー
ト
は

今
年
も
ホ
リ
デ
ー
シ
ー
ズ
ン

に
「
サ
ン
タ
ラ
ン
ド
」
を
開
設

し
た
。
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
メ
ー

シ
ー
ズ
・
ヘ
ラ
ル
ド
ス
ク
エ

ア
店
（
西
34
丁
目
１
５
１
番

地
）
で
は
11
月
29
日
か
ら
12
月

24
日
（
火
）
の
期
間
中
、
午
前

10
時
か
ら
午
後
９
時
ま
で
、
８

階
の
特
設
会
場
に
サ
ン
タ
が
舞

い
降
り
る
。
サ
ン
タ
に
会
う
に

は
完
全
予
約
制
で
オ
ン
ラ
イ
ン

サ
イ
ト
に
て
５
日
前
か
ら
予
約

可
能
。
黒
人
、
白
人
、
ス
ペ
イ

ン
語
を
話
す
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

サ
ン
タ
達
か
ら
選
べ
る
。
サ
ン

タ
に
会
う
の
は
無
料
だ
が
、
メ

イ
シ
ー
ズ
の
写
真
パ
ッ
ケ
ー
ジ

は
有
料
（
39
ド
ル
99
セ
ン
ト

〜
）。
写
真
は
後
日
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

る
。
詳
細
はhttps://www.

m
acys.com

/s/holiday-
celebrations/nyc

　

ま
た
、
ハ
ド
ソ
ン
ヤ
ー
ド
の

シ
ョ
ッ
プ
＆
レ
ス
ト
ラ
ン
（
10

番
街
34
丁
目
、
３
階
）
で
も
12

月
23
日
（
月
）
ま
で
の
午
後
５

時
か
ら
８
時
、
サ
ン
タ
と
一
緒

に
写
真
が
撮
れ
る
。入
場
無
料
、

予
約
可
能
だ
が
な
く
て
も
先
着

順
で
会
え
る
。
デ
ィ
ラ
ン
ズ
・

キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
バ
ー
の
お
菓
子

も
用
意
さ
れ
て
い
る
。

年末オペラといえば

「魔笛」いよいよ
メトロポリタン歌劇場で

小野功司が出演
クリスマス　
In The AIR

サ
ン
タ
と
会
お
う
！

メ
イ
シ
ー
ズ
百
貨
店
７
階
で
要
予
約

サ
ン
タ
は
25
日
は
忙
し
い
の
で

会
え
る
の
は
イ
ブ
の
24
日
ま
で 

https://neuroacuny.com/
http://www.easeny.com/
http://www.ishitaniclinic.com/
https://minglesoho-ny.com/
https://www.metopera
https://www.metopera
https://www.metopera
https://www.vividseats
https://www.vividseats
https://www.vividseats
https://www
https://www
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成
分
の
効
果
効
能
に
こ
だ
わ

っ
た
独
自
の
高
級
基
礎
化
粧
品

ブ
ラ
ン
ド
を
展
開
す
る
コ
ス
メ

プ
ラ
ウ
ド
・
ジ
ャ
パ
ン
（
本
社

東
京
・
荒
木
勝
也
代
表
）
は
、

12
月
31
日
ま
で
、
米
国
在
住
の

顧
客
に
向
け
た
ク
リ
ス
マ
ス
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
中
。

　

期
間
中
は
、
ほ
ぼ
全
商
品
が

30
％
割
引
に
な
る
。
な
お
、
商

品
の
購
入
金
額
に
応
じ
て
さ
ま

ざ
ま
な
豪
華
ギ
フ
ト
が
プ
レ

ゼ
ン
ト
さ
れ
る
ほ
か
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
卓
上
カ
レ
ン
ダ
ー
も

全
員
に
進
呈
さ
れ
る
。
ま
た
、

２
０
０
ド
ル
以
上
の
購
入
の
場

合
は
郵
送
料
も
無
料
に
な
る
。

詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トwww.

cosmeproud.com

ま
た
は
、

本
紙
今
週
号
の
20
面
広
告
を
参

照
す
る
。

米
顧
客
向
け
ク
リ
ス
マ
ス

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
中コスメプラウド・ジャパン

12月31日まで

　

―
入
団
の
経
緯
は
？

吉
野
：
ポ
ワ
ン
ト
（
ト
ウ
シ
ュ

ー
ズ
）
で
踊
る
の
が
好
き
で
、

友
人
の
を
借
り
て
遊
ん
で
い
た

ん
で
す
。
そ
の
友
人
が
オ
ー
デ

ィ
シ
ョ
ン
が
あ
る
の
を
教
え
て

く
れ
て
。

岩
濱
：
大
学
で
ダ
ン
ス
を
教
え

よ
う
と
思
い
大
学
院
に
行
っ
た

ん
で
す
が
、
や
っ
ぱ
り
踊
り
た

い
と
思
っ
て
卒
業
と
同
時
に
オ

ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
受
け
ま
し

た
。

―
コ
メ
デ
ィ
性
あ
る
演
技
に
つ

い
て
。

吉
野
：
普
段
は
静
か
な
方
な
の

で
、
実
は
人
を
笑
わ
せ
る
の
が

苦
手
で
…
。

岩
濱
：
僕
は
、
も
と
も
と
得
意

な
ん
で
す
。
間
の
取
り
方
な
ど

研
究
す
る
の
も
楽
し
い
。

―
ダ
ン
サ
ー
と
し
て
気
を
つ
け

て
い
る
こ
と
は
？

吉
野
：
ち
ゃ
ん
と
し
た
食
事
で

す
ね
。
入
団
時
は
忙
し
い
時
は

お
菓
子
だ
け
み
た
い
な
食
生
活

で
し
た
。
皆
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ

で
公
演
後
の
誘
惑
も
多
い
の
で

す
が
…
。

岩
濱
：
年
齢
的
に
無
茶
が
で
き

な
い
の
で
、
解
剖
学
の
動
画
を

見
た
り
水
を
多
く
飲
む
よ
う
に

し
た
り
し
て
、
筋
肉
が
固
く
な

ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

―
今
後
の
挑
戦
は
？

岩
濱
：
入
団
時
は
群
舞
で
踊
れ

れ
ば
そ
れ
だ
け
で
も
幸
せ
だ
と

思
っ
た
ん
で
す
が
、
主
役
デ
ビ

プロフィール
吉野鷹臣（よしの・たかお
み）兵庫県出身。４歳でバ
レエを始め、オオサカプリ
全国クラシック・バレエ・
コンペティションなど数々
の受賞歴があり、18歳の
時に奨学金を得てロシアの
ワガノワ・バレエ・アカデ
ミーに入学。米国アトラン
ティック・シティー・バレ
エを経て、２０１８年に入
団。

岩濱翔平（いわはま・しょ
うへい）東京都出身。２～
４歳でモダンダンスを習う
もののチェロ奏者を目指
す。15歳の時にクラシッ
クバレエ公演を観て以来、
ダンサー人生をスタート。
18歳で文化庁新進芸術家
海外研修制度の奨学金を得
てエイリー・スクールに留
学。サム・ヒューストン州
立大学で学士号と修士号を
取得。２０２２年に入団。

　コメディ・バレエ団トロカデロ・デ・モンテカルロが創
立 50 周年を迎え、年末年始にチェルシーのジョイス劇場
で３週間の公演を行う。同団には吉野鷹臣さん（27）と岩
濱翔平さん（36）が在籍中で、吉野さんのフェッテ（片足
の連続回転）や岩濱さんの「ジゼル」も見どころ。オンラ
インでインタビューした。　　　　（聞き手・小味かおる）

ュ
ー
も
で
き
て
、
ま
だ
進
化
で

き
る
っ
て
思
っ
て
い
ま
す
。
今

後
ど
う
進
化
し
て
い
く
か
。「
オ

ト
ナ
リ
ー
ナ
さ
ん
」
た
ち
に
は

励
ま
さ
れ
ま
す
。

吉
野
：
早
や
６
年
で
、
古
い
順

で
３
人
目
で
す
。
人
気
ソ
ロ
作

品
の
「
瀕
死
の
白
鳥
」
を
い
つ

か
踊
り
た
い
で
す
。

―
年
末
年
始
公
演
に
つ
い
て
。

岩
濱
：
過
去
に
日
本
人
が
２
人

い
た
こ
と
は
な
い
ん
で
す
。
ぜ

ひ
僕
た
ち
の
バ
レ
エ
を
観
て
く

だ
さ
い
。

吉
野
：
く
す
っ
と
笑
え
る
要
素

が
あ
る
バ
レ
エ
で
す
。
バ
レ
エ

を
観
た
こ
と
が
な
い
方
も
、
こ

の
機
会
に
楽
し
ん
で
く
だ
さ

い
。

　

(Photo: Zoran Jelenic

）

ト
ロ
カ
デ
ロ
・
デ
・
モ
ン
テ
カ
ル
ロ
創
立
50
周
年

日本人団員
２人に聞く

コ
メ
デ
ィ
・
バ
レ
エ
団
年
末
年
始
の
３
週
間
公
演
に
出
演

「
瀕
死
の
白
鳥
」
を
い
つ
か　

吉
野

「
ま
だ
進
化
で
き
る
っ
て
思
う
」
岩
濱

https://www.nipponclub.org/
http://myriverside.net/home
https://japanvillage.com/
https://www.takesushi.us/
https://e-kaigo.net/
https://fancojapan.com/
https://sobaya.square.site/
https://slide-method.com/welcome/
http://www.cosmeproud.com
http://www.cosmeproud.com
http://www.cosmeproud.com
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家
族
連
れ
で
新
し
く
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
住
居
を
探
す
と
き

に
ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
は
治
安
な
ど
の
安
全
性
、
現
地
校

の
充
実
ぶ
り
や
全
日
制
日
本
人
学
校
へ
の
通
学
の
便
な
ど
か

ら
選
択
肢
の
上
位
に
来
る
が
、
そ
の
中
で
も
こ
こ
数
年
圧
倒

的
に
人
気
な
の
が
メ
ト
ロ
ノ
ー
ス
鉄
道
ニ
ュ
ー
ヘ
ブ
ン
沿
線

の
街
、
ハ
リ
ソ
ン
。

　

写
真
の
家
は
、
そ
ん
な
ハ
リ
ソ
ン
の
一
戸
建
て
。
車
中
心

の
郊
外
生
活
の
中
で
も
、
日
常
の
買
い
物
や
駅
に
近
い
徒
歩

物
件
が
多
い
た
め
圧
倒
的
に
人
気
の
高
い
ハ
リ
ソ
ン
の
一
軒

家
の
賃
貸
物
件
だ
。
室
内
の
ペ
イ
ン
ト
を
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
塗

り
な
お
し
、
暖
炉
に
薪

を
く
べ
て
趣
の
あ
る
ニ

ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
コ

ロ
ニ
ア
ル
の
家
。
二
階

の
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
の
う

ち
の
一
つ
は
、
以
前
は

二
部
屋
だ
っ
た
も
の
を

壁
を
打
ち
抜
い
て
一
部

屋
に
し
た
た
め
、
と
て

も
広
く
明
る
い
ベ
ッ
ド

ル
ー
ム
に
な
っ
て
い

る
。
三
つ
の
ベ
ッ
ド
ル

ー
ム
の
ほ
か
に
多
目
的

に
使
え
る
部
屋
も
あ

り
、
ア
イ
デ
ィ
ア
を

浮
か
べ
生
活
の
幅
を
広
げ
ら
れ
そ
う
だ
。
平
ら
な
広
い
裏
庭
、

パ
テ
ィ
オ
ス
ペ
ー
ス
も
あ
り
、
芝
刈
り
や
雪
か
き
は
込
み
で

家
賃
は
５
０
０
０
ド
ル
。

　

ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
の
一
軒
家
は
、
６
０
０
０
ド
ル
か

ら
が
相
場
と
な
っ
て
い
る
な
か
で
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
前
の
リ
ー

ズ
ナ
ブ
ル
な
家
賃
だ
ろ
う
。
浴
室
が
２
つ
に
加
え
て
パ
ウ
ダ

ー
ル
ー
ム
が
あ
る
。
何
と
い
っ
て
も
色
々
な
面
で
風
通
し
の

よ
い
一
軒
家
の
生
活
を
選
ん
で
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
。

　

問
い
合
わ
せ
は
電
話
９
１
４
・９
２
１
・１
６
１
６
、

Ｅ
メ
ー
ル info@shoenrealty.com 

古
旗
（
こ
ば
た
）
さ
ん

（
写
真
提
供
・
荘
園
不
動
産
）

ハリソンの賃貸一戸建てに住む

　

ホ
リ
デ
ー
シ
ー
ズ
ン
が
終

わ
り
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
観
光

が
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
に
な
る
１

月
２
日
（
火
）
か
ら
２
月
９
日

（
日
）
ま
で
、毎
年
恒
例
の
「
Ｎ

　

本
紙
連
載
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
魔
法
」で
お
馴
染
み
の
作
家
・

エ
ッ
セ
イ
ス
ト
の
岡
田
光
世
さ

ん
に
よ
る
「
私
の
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク 

半
世
紀
を
振
り
返
っ
て
」

と
題
し
た
講
演
会
（
ウ
ェ
ビ
ナ

ー
）
が
12
月
14
日
（
土
）
日
本

時
間
の
午
後
４
時
30
分
か
ら
６

時
ま
で
開
催
さ
れ
る
（
米
東
部

時
間
同
日
午
前
２
時
30
分
か
ら

４
時
ま
で
だ
が
、
見
逃
し
配
信

で
後
日
、
視
聴
で
き
る
）。

　

１
９
７
０
年
代
か
ら
の
半
世

紀
を
振
り
返
り
、
Ｎ
Ｙ
の
魅
力

と
変
貌
を
自
ら
の
体
験
を
交
え

て
語
る
。
70
年
代
後
半
に
初
め

て
訪
れ
、
80
年
代
に
Ｎ
Ｙ
の
大

学
院
で
学
び
、
そ
の
後
、
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
、
エ
ッ
セ
イ
ス
ト

と
し
て
取
材
や
多
く
の
出
会
い

を
と
お
し
て
地
元
の
人
々
の
本

音
に
触
れ
た
。同
時
多
発
テ
ロ
、

コ
ロ
ナ
禍
、
ト
ラ
ン
プ
、
バ
イ

Ｙ
Ｃ
ホ
テ
ル
ウ
ィ
ー
ク
」
が
実

施
さ
れ
る
。
人
気
の
ス
タ
イ
リ

ッ
シ
ュ
な
ブ
テ
ィ
ッ
ク
ホ
テ

ル
「
ア
ー
ロ
・
ノ
マ
ド
（Arlo 

Nomad

）」
や
「
パ
ブ
リ
ッ
ク

（Public, an Ian Schrager 
Hotel

）」、
デ
ザ
イ
ナ
ー
ズ
ホ

テ
ル
の
「
モ
ク
シ
ー
・
タ
イ
ム

ズ
ス
ク
エ
ア
（Moxy Times 

Square

）」
な
ど
、
市
内
５
区

に
あ
る
１
２
８
軒
の
ホ
テ
ル
宿

泊
費
が
25
％
オ
フ
で
予
約
で
き

る
チ
ャ
ン
ス
。
参
加
ホ
テ
ル
の

リ
ス
ト
や
予
約
・
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttps://www.

nyctourism.com

を
参
照
。

デ
ン
の
ア
メ
リ
カ
な
ど
、
激
動

の
時
代
を
そ
の
目
で
見
て
き
た

岡
田
さ
ん
の
語
る
Ｎ
Ｙ
そ
し
て

ア
メ
リ
カ
は
、
生
々
し
く
臨
場

感
に
あ
ふ
れ
る
。
新
大
統
領
誕

生
の
ホ
ッ
ト
な
タ
イ
ミ
ン
グ
。

何
が
変
わ
り
、
何
が
変
わ
ら
ず

に
あ
り
続
け
る
の
か
を
語
る
。

　

会
場
の
池
袋
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
で
は
、
講
演

後
に
書
籍
販
売
、
サ
イ
ン
会

も
実
施
さ
れ
る
。
受
講
費
は

会
場
参
加
は
３
３
０
０
円
、

オ
ン
ラ
イ
ン
は
２
７
５
０

円
。
問
い
合
わ
せ
は
電
話

０
３
・
５
９
４
９
・
５
４
８
１

ま
で
。
申
し
込
み
・
詳
細

は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

cul.7cn.co.jp/programs/
program

_1017561.
html?shishaId=1001

参
照
。

岡
田
光
世
さ
ん
が
講
演
会

12
月
14
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で

「
私
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク 

半
世
紀
を
振
り
返
っ
て
」

NYのホテル代が
ぐっと安くなる！

NYC ホテル週間

１月２日から２月９日

http://kiku-ny.com
https://www.redacinc.com/
mailto:emishoga@danielgale.com
mailto:miyuki3533@gmail.com
http://www.shoenrealty.com
mailto:tmamoru@msn.com
tel:9176780297
mailto:info@shoenrealty.com
mailto:info@shoenrealty.com
mailto:info@shoenrealty.com
https://www
https://www
https://cul.7cn.co.jp/programs/
https://cul.7cn.co.jp/programs/
https://cul.7cn.co.jp/programs/
https://cul.7cn.co.jp/programs/
https://cul.7cn.co.jp/programs/
https://cul.7cn.co.jp/programs/
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Ｑ　

受
験
生
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
最
大
限
に
引
き
出
す
た
め

に
家
庭
で
で
き
る
こ
と
は
何
で

し
ょ
う
か
。 

Ａ　

合
格
を
左
右
す
る
大
き
な

要
素
の
ひ
と
つ
に
、
受
験
生
が

自
信
を
持
ち
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し

た
気
持
ち
で
試
験
に
臨
め
る
か

ど
う
か
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
志

望
校
に
向
け
て
長
期
間
勉
強
を

続
け
る
ほ
ど
、
気
持
ち
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
す
る
の
は
難
し
く
な

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
緊
張

を
和
ら
げ
て
お
子
様
が
最
高
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発
揮
で
き

る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
方
法

は
幾
つ
か
あ
り
ま
す
。 

　

１
つ
目
は
、
受
験
の
成
功
と

は
何
か
を
家
族
で
話
し
合
う
こ

と
で
す
。
成
功
を
「
す
べ
て
の

志
望
校
に
合
格
す
る
こ
と
」
と

考
え
る
生
徒
も
い
れ
ば
、「
第

一
志
望
校
に
合
格
す
る
こ
と
」

と
考
え
る
生
徒
も
い
ま
す
。
答

え
は
家
庭
に
よ
っ
て
異
な
る
で

し
ょ
う
。
話
し
合
う
際
は
、
他

の
学
校
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
興
味

を
持
つ
理
由
や
そ
の
意
義
も
、

お
子
様
に
ぜ
ひ
伝
え
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
併
願
校
に
合
格
し

た
際
、
親
が
ま
る
で
第
一
志
望

校
に
合
格
し
た
か
の
よ
う
に
喜

ぶ
と
、
多
く
の
子
ど
も
は
驚
く

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
は

大
切
な
こ
と
で
す
。
た
と
え
そ

れ
が
す
べ
り
止
め
で
あ
っ
た
と

し
て
も
、
合
格
を
喜
ぶ
姿
を
見

せ
る
こ
と
で
、
子
ど
も
は
試
験

に
真
摯
に
取
り
組
む
よ
う
に
な

り
、
そ
の
後
の
試
験
に
向
け
て

良
い
習
慣
が
身
に
つ
き
ま
す
。

受
験
シ
ー
ズ
ン
の
早
い
段
階

で
、
子
ど
も
が
「
成
功
体
験
」

を
得
て
、
そ
れ
を
家
族
で
一
緒

に
喜
び
合
う
こ
と
が
、
子
ど
も

に
励
ま
し
や
心
理
的
な
「
セ
ー

フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
」
を
与
え
、

そ
の
後
の
試
験
に
対
す
る
不
安

を
和
ら
げ
る
の
で
す
。
結
果
と

し
て
、
よ
り
良
い
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
に
つ
な
が
り
ま
す
。 

　

２
つ
目
は
、
学
習
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
や
学
習
量
、
そ
し
て
期
待

値
を
適
切
に
管
理
し
、
子
ど
も

が
圧
倒
さ
れ
た
り
、
や
る
気
を

な
く
し
た
り
し
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
で
す
。
受
験
が
進
む
に

つ
れ
て
、
学
校
の
宿
題
や
テ
ス

ト
対
策
の
課
題
が
増
え
、
学
習

量
が
多
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

「
あ
と
８
週
間
」
と
い
っ
た
具

体
的
な
数
字
を
示
し
て
あ
げ
る

こ
と
で
、
子
ど
も
は
受
験
が
近

づ
い
て
い
る
こ
と
や
、
終
わ
り

が
あ
る
こ
と
を
実
感
し
や
す
く

な
り
ま
す
。
同
時
に
、
リ
ラ
ッ

ク
ス
で
き
る
時
間
を
し
っ
か
り

確
保
し
、
学
習
に
一
貫
性
を
持

た
せ
な
が
ら
、
バ
ラ
ン
ス
を
取

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
の
中
で
、
英
語
と
他
の

科
目
の
学
習
を
両
立
さ
せ
る
の

は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
だ

か
ら
こ
そ
、
学
習
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
の
管
理
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
バ

ラ
ン
ス
と
一
貫
性
を
保
つ
こ
と

が
、
最
終
的
に
大
き
な
成
果
に

つ
な
が
る
の
で
す
。 

　

当
校
の
卒
業
生
は
「
受
験
を

通
し
て
、
英
語
力
や
テ
ス
ト
ス

キ
ル
だ
け
で
な
く
、
困
難
を
乗

り
越
え
る
と
い
う
貴
重
な
ス
キ

ル
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
」
と

よ
く
話
し
て
く
れ
ま
す
。
こ
れ

は
、
彼
ら
が
日
本
で
の
生
活
に

適
応
し
た
り
、
想
像
も
し
な
か

っ
た
こ
と
に
挑
戦
し
て
成
し
遂

げ
た
り
す
る
中
で
発
揮
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
ス
キ
ル
は
、
実

際
の
試
験
結
果
に
最
も
大
き
な

影
響
を
与
え
る
要
素
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。 

　

残
念
な
が
ら
、
す
べ
て
の
試

験
が
予
定
通
り
に
進
む
と
は
限

り
ま
せ
ん
。体
調
を
崩
し
た
り
、

緊
張
し
た
り
、
単
に
そ
の
日
の

調
子
が
悪
か
っ
た
だ
け
で
、１
、

２
点
の
差
が
生
ま
れ
、
不
合
格

に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
不
合
格
が
必
ず
し
も
学

力
不
足
を
意
味
す
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
生
徒
の
適

性
や
入
学
意
欲
を
評
価
し
て
い

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

第
一
志
望
に
進
学
で
き
な
か
っ

た
と
し
て
も
、
多
く
の
生
徒
が

別
の
学
校
で
活
躍
し
、
素
晴
ら

し
い
成
績
を
収
め
て
充
実
し
た

学
校
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。 

　

お
子
様
を
応
援
す
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
大
切
で
す
が
、
も
し

結
果
が
思
い
通
り
に
な
ら
な
か

っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
経
験
か

ら
学
び
、立
て
直
し
て
成
長
し
、

次
に
つ
な
げ
る
方
法
を
示
す
こ

と
も
同
じ
く
ら
い
重
要
で
す
。

受
験
は
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、
そ

の
後
も
学
び
の
過
程
は
続
き
ま

す
。受
験
の
目
標
だ
け
で
な
く
、

英
語
学
習
の
長
期
的
な
目
標
に

つ
い
て
も
家
族
で
話
し
合
い
、

将
来
を
見
据
え
た
広
い
視
野
を

持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。 

受験生のパフォーマンスを
            引き出すために家庭でできること 

帰国子女アカデミー　
受験プログラム主任 

ジョージョー・モランダグラス 

本欄への相談は
●帰国子女アカデミー
Tel: 81-3-3723-2380
www.kikokushijoacademy.com
contact@kikokushijoacademy.com

　

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト（
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
豊
島
藍
）

と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ダ
ン
ス
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
リ
ー
（
デ
ィ
レ
ク
タ

ー
針
山
真
実
）
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
「
く
る
み
割
り
人
形
（ The 

Nutcracker and M
arie

）」

が
、
12
月
８
日
（
日
）
午
後
２

時
と
４
時
か
ら
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
ダ
ン
ス
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
リ
ー

（
７
番
街
４
２
１
番
地
）
で
上

演
さ
れ
る
。

　

子
ど
も
向
け
の
ク
ラ
フ
ト
や

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
を
交
え
、

劇
場
に
ま
だ
行
っ
た
こ
と
が
な

い
子
供
か
ら
大
人
ま
で
、
カ
ジ

ュ
ア
ル
に
ダ
ン
ス
や
生
演
奏
を

楽
し
め
る
ス
タ
ジ
オ
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
。
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
要

素
あ
り
、
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
、
バ

レ
エ
、
生
演
奏
な
ど
の
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
を
プ
ロ
ダ
ン
サ
ー
か

ら
バ
レ
エ
ス
ク
ー
ル
の
生
徒

ら
、
将
来
有
望
な
セ
ミ
プ
ロ
フ

ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
が
披
露
す
る
。

出
演
は
、
針
山
真
実
、
松
本
涼

花
、
伊
藤
聖
沙
、
網
永
真
夏
、 

大
川
衣
咲
、
小
島
風
香
、
菱
川

璃
乃
、
堀
部
た
ま
き
、
柴
田 

真
理
子
、
隅
谷
健
人
。

　

入
場
料
は
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
パ

ッ
ケ
ー
ジ
（
大
人
２
人
、
子
ど

も
１
人
）
45
ド
ル
、
大
人
25
ド

ル
、学
生（
12
〜
18
歳
）15
ド
ル
、

子
ど
も
（
０
〜
12
歳
）
10
ド

ル
。
問
い
合
わ
せ
は
Ｅ
メ
ー
ル

Contact@nydanceart.com

か
ら
。
チ
ケ
ッ
ト
・
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttps://www.

tim
ecapsuleprojectnyc.

com

を
参
照
す
る
。

くるみ割り人形を上演
スタジオパフォーマンス

12月８日（日）午後２時と４時

https://www.hondag.com
http://kkobo.com/
http://brooklyntime.net
http://www.startsnewyork.com
http://www.furumoto.com
http://www.kikokushijoacademy.com
mailto:contact@kikokushijoacademy.com
mailto:Contact@nydanceart.com
mailto:Contact@nydanceart.com
mailto:Contact@nydanceart.com
https://www
https://www
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10
月
の
総
選
挙
の
際
に
、
野

党
で
あ
る
国
民
民
主
党
は
「
手

取
り
を
増
や
す
」
政
策
を
掲
げ

て
議
席
数
を
伸
ば
し
た
。
一
方

で
与
党
の
自
民
党
と
公
明
党
は

惨
敗
、
少
数
与
党
に
転
落
す
る

中
で
第
二
次
石
破
政
権
が
ス
タ

ー
ト
し
た
。
少
数
与
党
だ
か

ら
、
一
部
の
野
党
の
支
持
が
な

け
れ
ば
予
算
も
法
案
も
通
ら
な

い
し
、
い
つ
で
も
内
閣
不
信
任

を
突
き
つ
け
ら
れ
る
。

　

そ
こ
で
石
破
総
理
は
、
国
民

民
主
党
の
主
張
す
る「
手
取
り
」

の
問
題
に
つ
い
て
、
具
体
的
に

「
１
０
３
万
円
の
壁
」
を
引
き

上
げ
る
と
し
て
現
在
調
整
中
で

あ
る
。
こ
の
「
１
０
３
万
円
の

壁
」
と
は
、
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ

イ
ト
で
働
く
人
た
ち
の
年
収
が

こ
れ
を
超
え
る
と
所
得
税
が
発

生
し
、
学
生
な
ど
の
場
合
は
親

の
所
得
税
の
控
除
に
も
影
響
す

る
と
い
う
問
題
だ
。
つ
ま
り
パ

ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
で
働
い
て

い
て
、
こ
の
「
壁
」
を
超
え
て

し
ま
う
と
本
人
ま
た
は
世
帯
全

体
の
「
手
取
り
」
は
減
っ
て
し

ま
う
。こ
の
年
収
と
い
う
の
は
、

税
務
上
の
年
度
で
あ
る
の
で
カ

レ
ン
ダ
ー
イ
ヤ
ー
で
あ
る
。
人

手
の
足
り
な
い
歳
末
に
、
こ
の

「
壁
」
に
接
近
し
た
若
者
が
仕

事
を
セ
ー
ブ
せ
ざ
る
を
得
な
く

な
る
と
い
う
こ
と
は
、
本
人
に

も
回
り
回
っ
て
経
済
全
体
と
し

て
も
マ
イ
ナ
ス
だ
。
こ
れ
を
見

直
そ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

け
れ
ど
も
、
こ
の
「
壁
」
を

引
き
上
げ
る
と
い
う
の
は
、
従

来
は
取
れ
て
い
た
税
金
が
取
れ

な
く
な
る
の
で
、
一
種
の
減
税

に
な
る
。
そ
こ
で
、
今
は
財
源

を
ど
う
す
る
の
か
と
い
う
の
が

切
実
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

一
部
に
は
「
そ
ん
な
減
税
を
し

た
ら
、
少
子
化
対
策
予
算
の
半

分
が
吹
っ
飛
ん
で
し
ま
う
」
と

か
、
い
や
い
や
財
源
は
国
債
で

い
い
な
ど
と
様
々
な
議
論
が
あ

る
。
防
衛
費
増
額
の
際
も
そ
う

だ
っ
た
が
、
歳
出
増
と
な
る
政

策
を
進
め
る
際
の
財
源
を
増
税

で
補
う
の
か
、
国
債
で
調
達
す

る
の
か
は
、
そ
の
都
度
大
き
な

議
論
に
な
る
。
そ
ん
な
中
で
、

最
近
は
財
務
省
が
で
き
る
だ
け

国
の
借
金
を
減
ら
そ
う
と
動
く

と
「
ザ
イ
ム
真
理
教
」
な
ど
と

世
論
か
ら
批
判
を
浴
び
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
。

　

考
え
て
み
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ

の
場
合
は
歳
出
を
カ
ッ
ト
し
て

「
小
さ
な
政
府
」
を
実
現
し
て

減
税
し
よ
う
と
い
う
の
は
共
和

党
の
党
是
で
あ
る
。
一
方
で
、

理
想
的
な
政
策
を
実
施
す
る
に

は
金
が
い
る
の
で
増
税
も
厭
わ

な
い
、
い
わ
ゆ
る
「
大
き
な
政

府
論
」
は
民
主
党
の
方
針
だ
。

だ
か
ら
、
こ
の
種
の
財
政
規
律

論
議
は
、
政
治
の
対
立
軸
の
中

で
議
論
が
で
き
る
。け
れ
ど
も
、

日
本
の
場
合
は
、
右
派
に
は
右

派
の
バ
ラ
マ
キ
が
あ
り
、
左
派

に
は
左
派
の
バ
ラ
マ
キ
が
あ

る
。ま
た
、今
回
の「
壁
の
撤
廃
」

は
、
左
右
対
立
の
色
が
薄
く
、

か
つ
選
挙
の
公
約
と
し
て
信
認

を
得
て
き
て
い
る
の
で
、
少
数

与
党
の
石
破
政
権
は
こ
れ
を
無

視
で
き
な
い
。
そ
ん
な
中
で
、

ア
メ
リ
カ
の
左
右
対
立
の
原
因

と
な
っ
て
い
る
、
大
き
な
政
府

か
小
さ
な
政
府
論
に
よ
る
財
政

規
律
か
と
い
う
選
択
が
、
ま
る

で
一
般
世
論
と
財
務
省
の
論
争

の
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

こ
の
問
題
だ
が
、
ま
る
で
財

務
省
が
頭
の
硬
い
エ
リ
ー
ト
集

団
で
、
国
民
の
苦
し
み
を
知
ら

な
い
か
の
よ
う
な
批
判
が
さ
れ

て
い
る
。
一
方
で
、
財
務
省
の

側
は
、
中
長
期
的
に
は
日
本
経

済
は
苦
境
の
度
合
い
を
深
め
る

と
い
う
現
実
的
な
悲
観
論
に
立

っ
て
、
国
家
の
破
綻
を
少
し
で

も
先
へ
繰
り
延
べ
た
い
と
い

う
、
い
わ
ば
国
家
を
代
表
し
た

国
家
の
生
存
を
背
負
っ
て
の
苦

悩
を
示
し
て
い
る
か
の
よ
う

だ
。

　

日
本
は
約
１
１
０
０
兆
円
の

国
債
残
高
が
あ
る
。
そ
の
一
方

で
、
こ
の
金
額
は
２
１
０
０
兆

円
と
言
わ
れ
る
個
人
金
融
資
産

と
相
殺
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、

今
後
こ
の
国
債
残
高
が
膨
張

し
、
個
人
金
融
資
産
が
縮
小
す

る
の
で
あ
れ
ば
、
や
が
て
国
際

金
融
市
場
か
ら
資
金
調
達
を
す

る
必
要
が
出
て
く
る
。
そ
の
際

に
は
、
現
在
で
も
Ｇ
７
中
最
悪

と
言
わ
れ
る
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
２
・
６

倍
の
国
債
残
と
い
う
状
況
か
ら

日
本
国
債
は
極
め
て
低
い
評
価

を
受
け
る
危
険
が
あ
る
。
そ
の

場
合
は
、
急
激
に
金
利
が
上
昇

し
、
一
方
で
円
が
下
落
し
て
ハ

イ
パ
ー
イ
ン
フ
レ
が
加
速
す
る

と
、
国
家
破
綻
は
現
実
の
も
の

と
な
る
。
現
在
の
日
本
は
、
Ｉ

Ｍ
Ｆ
（
国
際
通
貨
基
金
）
へ
の

主
要
な
資
金
提
供
国
で
あ
り

「
大
き
す
ぎ
て
潰
せ
な
い
」
規

模
を
有
し
て
い
る
。け
れ
ど
も
、

破
綻
に
至
る
頃
に
は
、
ス
ケ
ー

「
１
０
３
万
円
の
壁
で
大
論
争
、

                                
日
本
の
財
政
規
律
を
考
え
る
」

　

例
年
に
比
較
す
る

と
珍
し
く
時
間
に
余

裕
が
あ
っ
た
今
年
の

サ
ン
ク
ス
ギ
ビ
ン
グ

ホ
リ
デ
ー
、
家

で
コ
ー
ヒ
ー
を

飲
み
な
が
ら
フ

ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

や
イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
を
ブ
ラ
ウ

ズ
し
て
い
た

ら
、
懐
か
し
い

Ｃ
Ｍ
が
投
稿
さ
れ
て
い

た
。
私
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
に
来
た
ば
か
り
の
頃

に
、
よ
く
足
を
運
ん
で

い
た
家
電
量
販
店
Ｗ
Ｉ

Ｚ
。
懐
か
し
い
な
あ
、
最

近
はBest Buy

に
行
っ

て
も
何
だ
か
閑
散
と
し
て

る
し
、
あ
の
頃
は
量
販

店
、
活
気
が
あ
っ
た
よ
な

あ
、
と
ス
ワ
イ
プ
し
続
け

て
い
た
ら
、
続
い
て
90

年
代
の
ブ
ラ
ッ
ク
フ
ラ
イ

デ
ー
当
日
に
、
早
朝
か
ら

ウ
ォ
ー
ル
マ
ー
ト
名
物
の

激
安
家
電
を
求
め
て
顧
客

が
店
舗
に
殺
到
す
る
姿
が

ミ
ー
ム
の
形
で
流
れ
て
き

た
。
サ
ン
ク
ス
ギ
ビ
ン
グ

で
お
腹
一
杯
食
べ
て
飲
ん
だ
翌

日
の
早
朝
に
、
年
一
度
の
掘
り

出
し
物
バ
ー
ゲ
ン
に
足
を
運
ぶ

（
私
自
身
は
、
そ
ん
な
事
は
考

え
た
こ
と
も
無
い
が
）、
そ
ん

な
光
景
は
30
年
後
の
今
、
す
っ

か
り
無
く
な
っ
た
。
さ
て
、
そ

ん
な
今
年
の
ブ
ラ
ッ
ク
フ
ラ

イ
デ
ー
だ
が
、
米
国
内
の
Ｅ

コ
マ
ー
ス
の
デ
ー
タ
を
解
析

し
て
い
るAdobe Analytics

に
よ
れ
ば
、
売
り
上
げ
は
過

去
最
高
の
１
０
８
億
ド
ル
に

達
し
、
こ
れ
は
前
年
（
61
億

ド
ル
）
比
で
約
9
％
の
伸
び
、

２
０
１
７
年
（
50
億
ド
ル
）
と

比
較
す
る
と
倍
増
し
て
い
る
と

い
う
。
売
り
上
げ
の
内
訳
は
と

言
う
と
、
や
は
り
王
道
の
お
も

ち
ゃ
が
群
を
抜
い
て
い

て
、
こ
の
秋
の
平
均
的
な

一
日
の
売
り
上
げ
の
約
6

倍
、
続
い
て
ジ
ュ
エ
リ
ー

が
約
5
・
5
倍
、
さ
ら
に

家
電
や
洋
服
類
な
ど
が
売

れ
筋
リ
ス
ト
に
名
を
連
ね

て
い
る
。
と
こ
ろ
で
今
年

は
、
サ
ン
ク
ス
ギ
ビ
ン
グ

翌
週
に
実
施
さ
れ
る
の
が

恒
例
の
サ
イ
バ
ー
マ
ン
デ

ー
が
、Amazon

を
筆
頭

に
一
部
店
舗
で
見
切
り
発

車
さ
れ
て
い
る
の
が
目
に

留
ま
る
。
当
日
に
は
更
に

目
玉
商
品
を
用
意
し
て
い

る
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ

も
あ
る
の
だ
ろ
う
が
、
リ

ア
ル
店
舗
か
ら
オ
ン
ラ
イ

ン
へ
の
顧
客
の
シ
フ
ト
に

伴
い
、
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ

で
も
セ
ー
ル
ス
イ
ベ
ン
ト

の
形
骸
化
が
顕
著
と
な

り
、
実
態
と
し
て
は

サ
ン
ク
ス
ギ
ビ
ン
グ

前
後
を
起
点
に
サ
イ

バ
ー
マ
ン
デ
ー
は
通
過

点
、
さ
ら
に
年
末
に
向
け

た
長
期
戦
の
構
え
と
な
っ

て
い
る
事
を
痛
感
す
る
今

年
の
ホ
リ
デ
ー
シ
ー
ズ
ン

で
あ
る
。（
え
が
わ
・
な

か
ば
／
デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ

ア
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）
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今年のブラックフライデー、
        オンラインショッピングの売り上げが過去最高に

ル
が
縮
小
し
て
い
て
、
簡
単
に

潰
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
財

務
省
を
突
き
動
か
し
て
い
る
苦

悩
と
い
う
の
は
、
そ
の
よ
う
な

危
機
感
で
あ
る
と
思
わ
れ
る

が
、
こ
れ
は
全
く
も
っ
て
正
し

い
。

　

け
れ
ど
も
、
政
府
が
カ
ネ
を

回
さ
な
け
れ
ば
景
気
は
冷
え

て
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
縮
小
は
加
速
す

る
。
つ
ま
り
、
そ
れ
は
全
か
無

か
の
両
極
端
の
選
択
で
は
な

い
。
気
に
な
る
の
は
、
今
回
の

「
年
収
の
壁
」
と
か
「
手
取
り
」

論
議
が
、
そ
の
よ
う
な
国
家
の

大
計
と
は
無
関
係
の
表
層
的
な

議
論
に
終
始
し
て
い
る
こ
と

だ
。
激
動
期
に
入
っ
た
世
界
を

生
き
抜
く
に
は
、
も
っ
と
柔
軟

で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
経
営
感
覚

が
求
め
ら
れ
る
。

（
れ
い
ぜ
い
・
あ
き
ひ
こ
／
作

家
・
プ
リ
ン
ス
ト
ン
在
住
）

　

仏
教
浄
土
真
宗
の
僧
侶
、
中

垣
顕
實
法
師
が
Ｎ
Ｙ
で
活
動
を

始
め
て
30
周
年
を
迎
え
た
こ
と

と
、
同
師
が
主
宰
す
る
宗
教
・

宗
派
の
垣
根
を
超
え
て
世
界
平

和
の
実
現
に
向
け
た
草
の
根
活

動
を
行
う
「
Ｎ
Ｙ
平
和
フ
ァ
ウ

ン
デ
ー
シ
ョ
ン
」
の
設
立
７
周

年
を
記
念
し
た
祝
賀
式
典
が
、

11
月
29
日
午
後
、
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
13
丁
目
に
あ
る
天
理
文
化
協

会
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。

　

同
イ
ベ
ン
ト
で
は
ま
ず
、
同

師
の
活
動
に
焦
点
を
当
て
た
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
「
Ｍ
Ａ

Ｎ
Ｊ
Ｉ
」
が
上
映
さ
れ
た
。
映

画
で
は
、
古
代
か
ら
世
界
中
に

伝
わ
り
仏
教
や
ヒ
ン
ズ
ー
教

で
は
吉
祥
と
さ
れ
る
「
ま
ん

じ
」
と
、
ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
が
紋

章
に
使
用
し
た
こ
と
か
ら
第
二

次
世
界
大
戦
時
の
ホ
ロ
コ
ー
ス

ト
（
ユ
ダ
ヤ
人
大
虐
殺
）
を
想

起
さ
せ
「
悪
の
象
徴
」
と
し
て

現
代
で
も
使
用
が
タ
ブ
ー
と
さ

れ
て
い
る
ハ
ー
ケ
ン
ク
ロ
イ
ツ

（
鉤
十
字
）
を
、
ア
メ
リ
カ
で

は
同
じ
「
ス
ワ
ス
テ
ィ
カ
」
と

紹
介
さ
れ
た
こ
と
か
ら
生
じ
る

誤
解
を
解
こ
う
と
、
同
師
が
Ｎ

Ｙ
で
苦
戦
す
る
様
子
が
描
か
れ

た
。
上
映
後
、
会
場
で
ス
ピ
ー

チ
を
行
っ
た
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
生

存
者
で
あ
る
ユ
ダ
ヤ
人
の
グ
レ

タ
さ
ん
は
、
相
互
理
解
と
歩
み

寄
り
の
大
切
さ
を
語
っ
た
。

　

こ
こ
で
同
式
典
の
第
一
部
が

開
始
。
宗
教
・
宗
派
を
超
え
て

平
和
を
祈
る
同
師
を
祝
う
イ
ベ

ン
ト
ら
し
く
、
天
理
文
化
協
会

メ
ン
バ
ー
に
よ
る
雅
楽
の
演
奏

で
始
ま
り
、
ヒ
ン
ズ
ー
教
指
導

者
、
キ
リ
ス
ト
教
牧
師
、
仏
教

の
僧
侶
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
リ

ー
ダ
ー
、
国
連
の
大
使
ら
が

次
々
と
登
壇
し
た
。

　

続
い
て
Ｎ
Ｙ
広
島
県
人
会
名

誉
会
長
の
古
本
武
司
氏
に
よ
る

乾
杯
の
あ
と
、
Ｎ
Ｙ
仏
教
連
盟

か
ら
同
師
に
貢
献
を
讃
え
る
賞

状
が
授
与
さ
れ
た
。
そ
し
て
同

師
の
30
年
の
足
跡
を
ま
と
め
た

ビ
デ
オ
が
流
さ
れ
、
同
師
が
解

説
を
し
た
。

　

第
２
部
は
石
榑
雅
代
さ
ん
に

よ
る
琴
の
演
奏
で
始
ま
っ
た
。

来
年
原
爆
投
下
80
周
年
を
迎
え

る
広
島
と
長
崎
か
ら
届
い
た
、

松
井
広
島
市
長
と
鈴
木
長
崎
市

長
そ
れ
ぞ
れ
の
祝
辞
が
代
読
さ

れ
、
中
垣
法
師
に
対
す
る
期
待

が
伝
え
ら
れ
た
。
ハ
ー
レ
ム
少

年
合
唱
団
の
演
奏
が
流
さ
れ
た

あ
と
、
最
後
に
同
師
か
ら
、
来

年
の
原
爆
投
下
80
周
年
に
向
け

た
活
動
予
定
の
発
表
と
、
平
和

な
世
界
を
祈
念
し
て
「
平
和
の

鐘
」
を
鳴
ら
し
て
式
典
は
幕
を

閉
じ
た
。（
久
松
茂
、
写
真
も
）

　

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
五
番
街
の
高
級
店
が
ひ
し

め
く
57
丁
目
の
交
差
点
に
突
如
と
し
て
出
現

し
た
巨
大
な
ル
イ
・
ヴ
ィ
ト
ン
の
バ
ッ
グ
。

実
は
こ
の
堅
牢
な
旅
行
鞄
の
よ
う
な
イ
ン
ス

タ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
ル
イ
・
ヴ
ィ
ト
ン
の
建

物
そ
の
も
の
。
現
在
内
部
改
装
中
の
た
め
工

事
現
場
の
壁
を
同
社
の
バ
ッ
グ
に
し
て
建
物

全
体
を
覆
っ
た
も
の
。
ウ
ォ
ー
ル
ス
ト
リ
ー

ト
ジ
ャ
ー
ナ
ル
は
「
世
界
で
最
も
お
洒
落
な

工
事
壁
」
と
称
賛
。
写
真
を
撮
影
し
た
星
野

正
治
さ
ん
も「
無
難
な
デ
ザ
イ
ン
に
流
れ
ず
、

こ
う
い
う
思
い
切
っ
た
こ
と
が
出
来
る
所
に

感
心
。
ユ
ー
モ
ア
の
セ
ン
ス
も
凄
く
良
い
で

す
ね
」
と
話
す
。

五番街に高級鞄が出現

宗
派
超
え
て
平
和
祈
願

中
垣
法
師
Ｎ
Ｙ
30
周
年
祝
賀
式
典

http://newyork-apartment-realestate.com
https://giip-global.com/ja/
http://www.nyseikatsu.com
mailto:info@bcnetwork.org%E2%96%A0NY%E6%97%A5%E6%9C%AC%E4%BA%BA%E6%95%99
http://www.Jhelp.com
http://www.egawanakaba.com
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ど
ん
な
人
が
遺
族
年
金
を

　
　

受
給
で
き
る
の
か（
３
）

〈
遺
族
年
金
の
給
付
の
種
類
と

年
金
額
〉

（
１
）
遺
族
厚
生
年
金
の
場
合　

＊
遺
族
厚
生
年
金
の
年
金
額

は
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
老
齢

厚
生
年
金
の
報
酬
比
例
部
分
の

年
金
額
の
ほ
ぼ
４
分
の
３
で

す
。
ま
た
65
歳
以
上
で
老
齢
厚

生
年
金
を
受
け
る
権
利
が
あ
る

方
が
、
配
偶
者
の
死
亡
に
よ
る

遺
族
厚
生
年
金
を
受
け
取
る
と

き
以
下
の
①
と
②
の
額
を
比
較

し
、
高
い
ほ
う
が
遺
族
厚
生
年

金
の
額
と
な
り
ま
す
。
①
亡
く

な
ら
れ
た
方
の
老
齢
厚
生
年
金

の
報
酬
比
例
部
分
の
4
分
の
3

の
額
②
「
上
記
①
の
額
の
２
／

3
」
と
「
ご
本
人
の
老
齢
厚
生

年
金
の
額
の
１
／
2
」
を
合
計

し
た
額
で
す
。

＊
中
高
齢
寡
婦
加
算

　

遺
族
厚
生
年
金
の
受
給
要
件

で
短
期
用
件
（
①
か
ら
③
）
に

該
当
す
る
夫
、
又
は
厚
生
年
金

の
加
入
期
間
が
20
年
以
上
あ
る

夫
の
死
亡
時
に
40
歳
以
上
65
歳

未
満
の
妻
が
受
け
る
遺
族
厚
生

年
金
に
は
、
中
高
齢
寡
婦
加

算
（
61
万
２
０
０
０
円
）
が
加

算
さ
れ
ま
す
。
こ
こ
で
注
意
す

べ
き
は
、
日
米
社
会
保
障
協
定

の
発
効
に
よ
り
、
米
国
年
金
加

入
期
間
と
厚
生
年
金
加
入
期
間

と
を
通
算
し
て
20
年
以
上
あ
れ

ば
厚
生
年
金
加
入
期
間
が
20
年

未
満
で
も
加
入
期
間
に
応
じ
た

額
が
寡
婦
加
算
と
し
て
支
給

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

（
２
０
０
５
年
11
月
以
降
）
例

え
ば
夫
の
厚
生
年
金
の
加
入
期

間
が
10
年
で
米
国
年
金
加
入
期

間
を
加
算
し
て
20
年
以
上
に
な

れ
ば
半
分
の
30
万
６
０
０
０
円

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

＊
65
歳
以
上
に
な
る
と
経
過
的

　

寡
婦
加
算
と
し
て
妻
の
生
年

月
日
に
よ
り
一
定
額
が
支
給
さ

れ
ま
す
。
遺
族
厚
生
年
金
を
受

け
て
い
る
妻
が
65
歳
に
な
り
、

自
分
の
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け

る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
に
65
歳

ま
で
の
中
高
年
付
加
加
算
に
代

わ
り
加
算
さ
れ
ま
す
。こ
れ
は
、

老
齢
基
礎
年
金
の
額
が
中
高
齢

付
加
加
算
の
額
に
満
た
な
い
場

合
が
生
じ
る
と
き
に
、
65
歳
到

達
後
に
お
け
る
年
金
額
の
低
下

を
防
止
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ

た
も
の
で
す
。

（
２
）
遺
族
基
礎
年
金
の
場
合

　　

①
支
給
額
は
81
万
６
０
０
０

円
＋
子
の
加
算
額
（
１
人
目

及
び
２
人
目
の
子
の
加
算
額

は
23
万
４
８
０
０
円
、
３

人
目
以
降
は
一
人
当
た
り

7
万
８
３
０
０
円
）
②
子
が

遺
族
基
礎
年
金
を
受
給
す
る

場
合
子
が
一
人
の
場
合
は

81
万
６
０
０
０
円
。
加
算
は
第

２
子
以
降
に
つ
い
て
行
い
、
子

一
人
あ
た
り
の
年
金
額
は
、
上

記
に
よ
る
年
金
額
を
子
供
の
数

で
除
し
た
額
。

　
「
あ
な
た
の
い
ば
し
ょ
チ
ャ

ッ
ト
相
談
窓
口
」
を
運
営
す
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
あ
な
た
の
い
ば

し
ょ
」
が
、
新
た
に
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
相
談
員
を
募
集
し
て
い

る
。
来
年
１
月
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
に
お
い
て
募
集
説
明
会
を
行

う
。
同
団
体
は
、
外
務
省
が
孤

独
・
孤
立
相
談
窓
口
の
運
営
を

委
託
し
て
い
る
団
体
の
一
つ

で
、「
仕
事
の
こ
と
」「
子
育

て
」「
虐
待
」「
い
じ
め
」「
家

族
と
の
仲
」
な
ど
、
24
時
間

３
６
５
日
、
年
齢
や
性
別
を
問

わ
ず
、
誰
で
も
無
料
・
匿
名
で

利
用
で
き
る
チ
ャ
ッ
ト
相
談
窓

口
を
開
設
し
て
い
る（https://

talkme.jp/ 

）。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総
領
事

館
は
、こ
の
ほ
ど
同
法
人
か
ら
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
員
の
新
規

募
集
に
あ
た
り
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
に
お
い
て
対
面
形
式
の
説
明

会
を
行
う
と
の
連
絡
を
受
け
、

在
留
邦
人
に
対
し
て
連
絡
メ
ー

ル
で
情
報
を
発
出
し
た
。

　

説
明
会
は
２
０
２
５
年
１
月

18
日
（
土
）
午
前
10
時
20
分
か

ら
11
時
20
分
ま
で
。
場
所
は
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
内
（
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
区
内
）。
議
題
は
「
あ
な

た
の
い
ば
し
ょ
」事
業
内
容（
海

外
在
住
日
本
人
の
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
、い
ば
し
ょ
相
談
員
の「
リ

ア
ル
」、
活
動
詳
細
と
エ
ン
ト

リ
ー
に
つ
い
て
説
明
）。

　

同
団
体
に
よ
る
と
日
本
の
子

ど
も
の
自
殺
は
２
０
２
０
年
の

統
計
で
４
９
９
人
と
過
去
最
多

を
記
録
。
ま
た
若
者
の
死
因
の

1
位
も
自
殺
だ
。
若
年
層
だ
け

で
は
な
く
、
人
間
関
係
や
経
済

的
不
安
な
ど
か
ら
自
ら
命
を
絶

つ
人
も
後
を
立
た
な
い
。ま
た
、

児
童
虐
待
・
Ｄ
Ｖ
・
性
暴
力
と

い
っ
た
問
題
も
深
刻
さ
を
増
し

て
い
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
の

背
景
に
は
、
頼
り
た
く
て
も
相

手
が
い
な
く
て
頼
れ
な
い
と
い

う
「
望
ま
な
い
孤
独
」
が
あ
る
。

問
題
を
抱
え
た
と
き
に
、
頼
れ

る
相
手
に
必
ず
ア
ク
セ
ス
で
き

る
仕
組
み
が
必
要
だ
と
し
て
同

団
体
は
、
い
ざ
と
な
れ
ば
頼
れ

る
「
信
頼
で
き
る
人(

頼
れ
る

人)

」
を
自
認
し
て
い
る
。

　

い
ば
し
ょ
相
談
員
と
は
、
あ

な
た
の
い
ば
し
ょ
チ
ャ
ッ
ト
相

談
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
員
の

こ
と
で
、
傾
聴
を
通
じ
て
相
談

者
が
抱
え
る
問
題
に
寄
り
添
い

つ
つ
、
状
況
に
応
じ
て
適
切
な

支
援
情
報
を
提
供
す
る
な
ど
、

相
談
者
に
と
っ
て
の
「
信
頼
で

き
る
人
」
と
し
て
寄
り
添
う
。

研
修
が
必
要
だ
が
、
相
談
対
応

な
ど
は
全
て
リ
モ
ー
ト
で
自
宅

か
ら
行
う
。
聴
講
料
は
無
料
。

　

募
集
要
項
応
募
資
格
＝
過
去

に
あ
な
た
の
い
ば
し
ょ
チ
ャ
ッ

ト
相
談
を
利
用
し
た
こ
と
が
あ

る
者
、
罰
金
以
上
の
刑
に
処
せ

ら
れ
た
こ
と
の
あ
る
者
、
心
療

内
科
・
精
神
科
に
現
在
通
院
中

の
者
は
応
募
で
き
な
い
。
そ
れ

以
外
の
人
で
あ
れ
ば
、
誰
で
も

応
募
可
能
。
専
門
資
格
を
持
っ

て
い
る
人
も
歓
迎
。
活
動
場
所

＝
自
宅(

リ
モ
ー
ト)

。
活
動

日
＝
最
低
で
も
月
4
時
間
は
相

談
に
応
じ
る
こ
と
。
年
齢
＝
18

歳
以
上(

高
校
生
不
可)

。
学

歴
＝
不
問
。
必
要
な
物
＝
自
己

所
有
の
パ
ソ
コ
ン
。

　

相
談
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

「
子
ど
も
た
ち
が
巣
立
っ
た
後
、

ぽ
か
ん
と
空
き
そ
う
に
な
っ
た

私
の
心
に
や
り
が
い
と
生
き
が

い
を
与
え
て
く
れ
た
、
私
の
大

切
な
新
し
い
『
い
ば
し
ょ
』
で

す
。
私
は
海
外
在
住
で
す
が
、

Ｐ
Ｃ
が
あ
れ
ば
、
時
差
・
地
理

関
係
な
く
誰
か
の
役
に
立
て
ま

す
し
、
物
理
的
な
遠
さ
が
一
気

に
近
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
感

謝
の
言
葉
を
い
た
だ
く
こ
と
も

活
動
の
や
り
が
い
の
ひ
と
つ
と

な
っ
て
い
ま
す
」 (

海
外
在
住 

50
代 

女
性)

。

　
　
　
　
　

◇

　

申
し
込
み
・
問
い
合
せ
は

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
あ
な
た
の
い

ば
し
ょ
」https://talkme.jp/

volunteer-kaigai

あ
な
た
の
い
ば
し
ょ

Ｎ
Ｙ
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
員
募
集
説
明
会
　

北
米
伊
藤
園
新
俳
句
グ
ラ
ン

プ
リ
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
生
活
プ

レ
ス
社
主
催
）
は
、
俳
人
の
大

高
翔
さ
ん
＝
写
真
＝
を
講
師
に

招
い
た
オ
ン
ラ
イ
ン
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ

俳
句
講
演
会
を
12
月
14
日（
土
）

午
前
９
時
30
分
か
ら
10
時
（
米

東
部
時
間
）
に
開
催
す
る
。

　

大
高
さ
ん
は
同
俳
句
グ
ラ
ン

プ
リ
の
審
査
員
で
、
毎
年
新
年

号
の
入
賞
者
発
表
に
合
わ
せ
て

句
会
や
講
演
を
行
っ
て
い
る
。

当
日
は
俳
句
の
心
に
つ
い
て
日

米
で
の
生
活
体
験
も
踏
ま
え
て

語
る
。
誰
で
も
参
加
で
き
る
。

使
用
言
語
は
日
本
語
。
参
加
費

無
料
。
参
加
希
望
者
は
12
月
11

日
（
水
）
午
後
６
時
ま
で
に
Ｅ

メ
ー
ル miura@nyseikatsu.

com 

ま
で
応
募
す
る
こ
と
。

概
要
欄
に
「
大
高
翔
さ
ん
俳
句

講
演
会
聴
講
希
望
」
と
明
記
す

る
こ
と
。定
員
30
人（
先
着
順
）。

聴
講
リ
ン
ク
は
開
催
日
前
日
ま

で
に
登
録
完
了
者
に
通
知
す

る
。
講
演
内
容
は
本
紙
新
年
号

紙
面
で
掲
載
す
る
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
生
活
プ
レ
ス
社

北米伊藤園新俳句グランプリ
俳人の大高翔さん講演会
オンラインで今月 14日

https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
https://michaeldunnlaw.com
http://goldsteinvisa.com
https://www.maxjob.com/
https://on-timelimo.com/
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com
mailto:E-Mail:shunjiichikawa@gmail.com
http://nenkinichikawa.org
https://talkme.jp/
https://talkme.jp/
https://talkme.jp/
https://talkme.jp/
https://talkme.jp/
https://talkme.jp/


Mass Deportation
　 トランプ氏の再選が決まった後、アメリカのメディアは彼の看板政策Mass Deportationに注

目しています。Mass Deportationとは、不法移民（Undocumented Immigrants) を国外へ大量追
放するということです。アメリカには現在、1200万の不法移民が住んでいると言われています。
これは全人口の３.６％にあたります。トランプ氏は強硬派のトム・ホーマン氏を “border czar” 
（国境責任者）として指名し、まず退去命令が出ている100万人を超えるという不法移民を追放

することから始める意向です。
 　Mass Deportation政策に関連して、大きな問題になるのがDreamers の処遇です。子供のころにアメリカに連れて来
られた不法移民で、180万にも上ると言われます。彼らはアメリカ生まれではないので、米国籍を持っていませんが、
現実にアメリカで教育を受け、社会に溶け込んでいます。バイデン政権は、Dreamers に特例措置として米国滞在の資格
を与えようとしましたが、共和党の反対で実現しませんでした。
　アメリカの農業、建設や介護、そして工場における 労働はメキシコまたは他の中南米から来ている不法移民によって
支えられています。Mass Deportationにより、彼らの労働力に頼れなくなると経済が大混乱し物価が上がることが予想
されています。トランプ氏が非常事態宣言を発令し、軍隊を使ってでも強行するというMass Deportationが どのような
成果または混乱をもたらすのか、新政権の動向に全米が注目しています。　　　　　（旦　英夫　ニューヨーク州弁護士）
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　不法移民の大規模国外追放

ナ
ッ
ク
マ
ン
弁
護
士
の
移
民
法
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

　

ホ
リ
デ
ー
シ
ー
ズ
ン
が
近
づ

く
に
つ
れ
て
ア
メ
リ
カ
国
外
へ

旅
行
を
計
画
す
る
人
が
増
え
て

き
ま
し
た
。
ス
ム
ー
ズ
に
ア
メ

リ
カ
に
再
入
国
で
き
る
よ
う
に

移
民
に
関
す
る
留
意
点
を
理
解

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
適
切
な

準
備
を
す
れ
ば
旅
行
中
に
問
題

に
直
面
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ

ん
。

　

非
移
民
ビ
ザ
保
有
者
へ
の
留

意
点
は
、
ま
ず
出
国
す
る
前
に

パ
ス
ポ
ー
ト
に
有
効
な
ビ
ザ
ス

タ
ン
プ
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。
ビ
ザ
が
期
限
切

れ
の
場
合
、
渡
航
先
に
あ
る
ア

メ
リ
カ
大
使
館
ま
た
は
領
事
館

で
更
新
の
た
め
の
面
接
を
予
約

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ホ
リ

デ
ー
シ
ー
ズ
ン
中
は
予
約
枠
が

限
ら
れ
て
お
り
遅
延
が
発
生
す

る
可
能
性
も
あ
る
た
め
注
意
が

必
要
で
す
。
有
効
な
パ
ス
ポ
ー

ト
（
帰
国
予
定
日
か
ら
６
カ
月

以
上
有
効
で
あ
る
こ
と
）、
雇

用
ビ
ザ
（
Ｈ
‐
１
Ｂ
、Ｌ
‐
１
、

Ｏ
‐
１
な
ど
）
の
Ｉ
‐
７
９
７

承
認
通
知
書
、
直
近
の
給
与
明

細
や
雇
用
証
明
書
（
ア
メ
リ
カ

で
の
雇
用
状
況
を
証
明
す
る
）、

こ
れ
ら
の
書
類
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。面
接
を
受
け
る
場
合
、

ホ
リ
デ
ー
シ
ー
ズ
ン
中
は
待
ち

時
間
が
長
く
な
り
、
処
理
の
遅

延
も
予
想
さ
れ
る
た
め
十
分
な

準
備
期
間
が
必
要
で
す
。

　

グ
リ
ー
ン
カ
ー
ド
保
有
者
は

ア
メ
リ
カ
国
外
で
長
期
滞
在
を

す
る
場
合
に
注
意
が
必
要
で

す
。
６
か
月
以
上
の
滞
在
は
再

入
国
時
に
質
問
を
受
け
る
可
能

性
が
あ
り
永
住
権
維
持
に
影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

長
期
滞
在
を
計
画
し
て
い
る
場

合
は
出
発
前
に
再
入
国
許
可
証

（
Ｆ
ｏ
ｒ
ｍ
Ｉ
‐
１
３
１
）
を

申
請
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

更
新
中
の
場
合
は
Ｉ
‐
５
５
１

ス
タ
ン
プ
の
持
参
が
必
要
で

す
。

　

ま
た
ア
メ
リ
カ
市
民
権
の
申

請
を
予
定
し
て
い
る
人
は
国
外

で
の
長
期
滞
在
が
申
請
に
影
響

を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
市
民
権
取
得
の
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
が
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ

る
の
で
必
要
な
書
類
や
手
続
き

に
つ
い
て
早
め
に
調
べ
て
お
き

ま
し
ょ
う
。
移
民
政
策
や
手
続

き
は
頻
繁
に
変
更
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
移
民
局
（
Ｕ

Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｓ
）
や
国
務
省
か
ら
の

最
新
情
報
を
定
期
的
に
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

　

ホ
リ
デ
ー
シ
ー
ズ
ン
を
ス
ト

レ
ス
な
く
過
ご
す
た
め
に
は
、

適
切
な
計
画
が
不
可
欠
で
す
。

ア
メ
リ
カ
移
民
規
則
に
確
実
に

準
拠
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

（
デ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ナ
ッ
ク
マ

ン
／
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
・
ニ
ュ

ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
弁
護
士
）

ホ
リ
デ
ー
シ
ー
ズ
ン
の
旅
行
準
備

非
移
民
・
移
民
ビ
ザ
に
関
す
る
ガ
イ
ダ
ン
ス

　

年
末
商
戦
の
幕
開
け
と
な

り
、
ブ
ラ
ッ
ク
フ
ラ
イ
デ
ー
と

呼
ば
れ
る
感
謝
祭
明
け
の
金
曜

29
日
の
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
売
り

上
げ
は
過
去
最
高
の
１
０
８
億

ド
ル
に
達
し
た
こ
と
が
、
小
売

調
査
の
ア
ド
ビ
・
ア
ナ
リ
テ
ィ

ク
ス
の
調
べ
て
わ
か
っ
た
。
昨

年
の
ブ
ラ
ッ
ク
・
フ
ラ
イ
デ
ー

よ
り
10
％
増
加
、
２
０
１
７
年

の
倍
以
上
を
記
録
し
た
。

　

本
紙
で
お
馴
染
み
の
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
を
拠
点
に
サ
ス
テ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
推
進
を
行
う
Ｎ
Ｙ
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
ア

ク
シ
ョ
ン
社
代
表
の
古
市
裕
子

さ
ん
（
国
連
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ

ィ
協
会
代
表
）
が
11
月
19
日
、

日
本
の
都
留
文
科
大
学
の
起
業

経
営
ゼ
ミ
学
生
50
人
を
対
象
に

客
員
教
授
と
し
て
講
義
を
行
っ

た
。
テ
ー
マ
は
「
ア
メ
リ
カ
大

統
領
選
挙
ト
ラ
ン
プ
氏
再
選
で

グ
ロ
ー
バ
ル
経
営
者
は
こ
の
激

動
時
代
に
ど
う
い
う
視
座
を
も

つ
べ
き
か
」、
特
に
ト
ラ
ン
プ

次
期
政
権
の
内
政
外
交
ポ
イ
ン

ト
と
今
後
の
日
米
関
係
の
予
測

を
講
義
し
た
。

　

内
政
で
は
、
特
に
不
法
移
民

１
０
０
万
人
近
く
の
強
制
退
去

が
も
た
ら
す
経
済
影
響
に
つ
い

て
解
説
。
短
期
的
に
は
ト
ラ
ン

プ
氏
の
経
済
対
策
で
の
安
定
化

が
見
込
ま
れ
る
一
方
、
長
期
的

に
は
１
０
０
万
人
も
の
移
民
退

去
と
な
れ
ば
労
働
力
不
足
が
生

産
性
を
低
下
さ
せ
、
再
び
イ
ン

フ
レ
が
再
燃
す
る
懸
念
も
あ
る

と
指
摘
。ま
た
対
外
政
策
で
は
、

中
国
へ
の
関
税
率
60
％
や
メ
キ

シ
コ
へ
の
関
税
の
引
き
上
げ
と

な
れ
ば
、
米
国
取
引
を
重
視
す

る
国
や
日
本
は
価
格
競
争
力
で

不
利
に
な
る
可
能
性
が
高
い
と

分
析
し
た
。

　

日
本
企
業
に
と
っ
て
、
こ
う

し
た
激
動
の
時
代
の
中
で
貿
易

の
リ
ス
ク
分
散
と
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
管
理
が
経
営
の
鍵
と
な

る
と
説
明
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
経

営
者
に
求
め
ら
れ
る
「
複
眼
的

な
視
点
」
の
重
要
性
を
強
調
し

た
。
さ
ら
に
情
報
が
氾
濫
す
る

昨
今
、
政
治
や
経
済
の
変
化
が

ビ
ジ
ネ
ス
に
与
え
る
影
響
を
多

面
的
に
理
解
し
、
デ
ー
タ
分
析

と
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
の
重
要

性
を
促
し
た
。
目
の
前
の
情
報

を
鵜
吞
み
に
せ
ず
、
第
一
次
情

報
の
原
典
を
必
ず
チ
ェ
ッ
ク
し

柔
軟
に
対
応
す
る
こ
と
が
必
要

　

消
費
者
が
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
の
買
い
物
に

慣
れ
て
き
た
こ
と
が
大
き
い
と

見
ら
れ
る
。
ブ
ラ
ッ
ク
フ
ラ
イ

デ
ー
は
こ
れ
ま
で
店
頭
で
の
買

い
物
が
中
心
だ
っ
た
が
、
モ
バ

イ
ル
ウ
ォ
レ
ッ
ト
、
後
払
い
オ

プ
シ
ョ
ン
、
Ａ
Ｉ
搭
載
チ
ャ
ッ

ト
ボ
ッ
ト
な
ど
消
費
者
が
特
定

の
商
品
を
探
す
の
を
手
助
け
す

る
ツ
ー
ル
も
増
え
て
い
る
こ
と

も
後
押
し
し
て
い
る
と
見
ら
れ

る
。

　

ア
ド
ビ
に
よ
る
と
、
ブ
ラ
ッ

ク
フ
ラ
イ
デ
ー
の
人
気
商
品
だ

っ
た
の
は
化
粧
品
や
ス
キ
ン

ケ
ア
製
品
、
ヘ
ア
ケ
ア
製
品
、

Bluetooth

ス
ピ
ー
カ
ー
や
ヘ

ッ
ド
フ
ォ
ン
、
ス
マ
ー
ト
ウ
ォ

ッ
チ
、
ジ
ュ
エ
リ
ー
、
衣
料
品
、

香
水
、
寝
具
や
リ
ネ
ン
、
テ
レ

ビ
、
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
、
エ
ス
プ

レ
ッ
ソ
マ
シ
ン
な
ど
に
な
る
と

い
う
。　

　

一
方
、
実
店
舗
へ
の
来
客
は

減
少
し
た
。
小
売
店
の
来
店
客

数
を
追
跡
し
て
い
る
セ
ン
サ
ー

マ
テ
ィ
ッ
ク
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
ズ
に
よ
る
と
、
金
曜
日
の
店

内
買
い
物
客
の
来
店
数
は
昨
年

と
比
較
し
て
８
・
２
％
減
少
し

た
。
た
だ
し
50
％
か
ら
70
％
の

割
引
を
提
供
し
た
フ
ォ
ー
エ
バ

ー
21
な
ど
大
幅
割
引
を
し
た
店

の
来
客
者
は
増
加
し
た
。

　

１
年
で
も
っ
と
も
売
り
上
げ

が
あ
る
の
は
例
年
通
り
感
謝
祭

週
末
明
け
の
サ
イ
バ
ー
マ
ン
デ

ー
で
、
ア
ド
ビ
は
月
曜
日
の
支

出
額
が
前
年
比
６
％
増
の
過
去

最
高
の
１
３
２
億
ド
ル
に
な
る

と
予
測
し
て
い
る
。

だ
と
述
べ
た
。
学
生
た
ち
に
国

際
情
勢
を
「
自
分
ご
と
」
と
し

て
捉
え
る
姿
勢
が
重
要
で
あ
る

と
訴
え
、
未
来
の
経
営
者
と
し

て
の
心
構
え
を
促
し
た
。

　

ゼ
ミ
講
義
後
、
学
生
か
ら
多

く
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
、
翌
日

に
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
質
疑
応
答

が
続
け
ら
れ
る
な
ど
大
盛
況
と

な
っ
た
。
学
生
の
感
想
に
「
ア

メ
リ
カ
政
治
の
リ
ア
ル
な
状
況

を
深
く
知
る
こ
と
が
で
き
た
」

「
日
本
が
注
目
す
べ
き
ポ
イ
ン

ト
を
具
体
的
に
理
解
で
き
た
」

と
い
う
声
が
多
く
、
卒
論
テ
ー

マ
の
一
環
と
し
て
古
市
氏
に
個

別
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
依
頼
す
る

学
生
も
い
る
。
古
市
さ
ん
は

「
大
学
で
の
リ
ア
ル
講
義
で
は

学
生
た
ち
の
熱
意
が
直
接
伝
わ

り
、
同
じ
空
間
で
対
話
す
る
こ

と
で
貴
重
な
気
づ
き
を
共
有
で

き
る
」
と
、
日
本
の
未
来
を
担

う
若
者
へ
の
期
待
を
表
し
た
。

ブ
ラ
ッ
ク
・
フ
ラ
イ
デ
ー
好
調

オ
ン
ラ
イ
ン
売
り
上
げ
過
去
最
高

歳
末
商
戦
火
蓋
切
る

実
店
舗
で
買
い
物
を
す
る
人
は
前
年
比
で
減
少

ト
ラ
ン
プ
時
代
の

グ
ロ
ー
バ
ル
経
済

古
市
さ
ん
都
留
文
科
大
で
講
義

2024年（令和 6年）12月 7日（土） ［ローカル経済］　　（8  ）
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パ
ラ
マ
ス
公
立
図
書
館
（
パ

ラ
マ
ス
、
イ
ー
ス
ト
セ
ン
チ
ュ

リ
ー
ロ
ー
ド
１
１
６
番
地
）
で

は
、
毎
月
第
３
火
曜
日
の
午
前

11
時
15
分
か
ら
１
時
間
、
Ｎ
Ｊ

補
習
校
の
国
語
教
師
で
司
書
で

も
あ
る
大
橋
喜
久
枝
氏
の
進
行

に
よ
る
日
本
語
読
書
会
を
開
催

し
て
い
る
。
日
本
文
学
や
文
化

に
興
味
を
持
つ
18
歳
以
上
の
人

を
対
象
に
し
て
お
り
、
日
本
の

本
を
楽
し
み
理
解
を
深
め
、
文

学
を
通
じ
て
日
本
文
化
へ
の
知

識
と
理
解
を
広
げ
、
日
本
語
を

話
し
た
り
読
書
愛
好
者
同
士
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
育
む
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
。
当
日
に
使

用
す
る
課
題
本
は
、
Ｕ
Ｓ
フ
ロ

ン
ト
ラ
イ
ン
社
か
ら
半
額
で

提
供
さ
れ
た
り
、
国
際
交
流

基
金
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
日
本
文

化
セ
ン
タ
ー
か
ら
助
成
金
で

無
償
提
供
さ
れ
る
。
問
い
合

せ
は
、japaneselanguage@

paramus.bccls.org

中
村
さ

ん
ま
で
。

　

ハ
ド
ソ
ン
郡
イ
ー
ス
ト
ラ
ザ

フ
ォ
ー
ド
に
あ
る
巨
大
な
複
合

型
商
業
施
設
「
ア
メ
リ
カ
ン
ド

リ
ー
ム
」。
ホ
リ
デ
ー
商
戦
真

っ
只
中
の
こ
の
時
期
、
同
施
設

内
の
３
０
０
店
舗
以
上
が
入
居

す
る
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
で

も
数
々
の
特
別
セ
ー
ル
が
行
わ

れ
、
飲
食
店
で
も
色
々
と
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
て
い

る
。
そ
れ
だ
け
で
も
楽
し
い

が
、
同
施
設
に
あ
る
様
々
な
テ

ー
マ
パ
ー
ク
や
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ

ィ
で
も
、
こ
の
時
期
だ
け
の
特

別
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
る

の
で
、
訪
れ
て
み
よ
う
。

　
「
Ｔ
ｉ
Ｌ
Ｔ
３
Ｄ
ア
ー
ト
・

エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
」
で
は
、

22
日
午
後
２
時
か
ら
ス
ナ
ッ
ク

や
飲
み
物
を
楽
し
み
な
が
ら
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
ホ
リ
デ
ー
カ
ー
ド

を
作
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開

催
。
モ
ー
ル
内
「
ホ
リ
デ
ー
・

ド
リ
ー
ム
ラ
ン
ド
」
で
は
、
24

日
ま
で
、
サ
ン
タ
と
撮
影
コ
ー

ナ
ー
を
設
置
。「
マ
ラ
ウ
ス
・

バ
ー
＆
グ
リ
ル
」
で
は
、
７
日

サ
ン
タ
に
扮
し
た
シ
ュ
レ
ッ
ク

と
一
緒
に
朝
食
会
を
開
催
。
ニ

コ
ロ
デ
オ
ン
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク

「
ニ
コ
ロ
デ
オ
ン
・
ユ
ニ
バ
ー

ス
」
で
も
「
ニ
ッ
ク
・
ザ
・
ホ

ー
ル
ズ
」
と
題
し
た
イ
ベ
ン
ト

を
元
旦
ま
で
開
催
中
。
毎
週
末

に
パ
レ
ー
ド
も
実
施
さ
れ
る
。

　

モ
ー
ル
で
は
、
大
抽
選
会
も

随
時
行
っ
て
い
る
。
一
日
で

は
回
り
切
れ
な
い
同
施
設
だ

が
、
買
い
物
に
食
事
に
娯
楽

に
、
ホ
リ
デ
ー
シ
ー
ズ
ン
を
楽

し
も
う
。
各
施
設
の
入
場
券

購
入
や
情
報
詳
細
は
、www.

americandream.com 

に
て
。

　

Ｎ
Ｙ
Ｎ
Ｊ
港
湾
局
は
こ
の
ほ

ど
、
パ
ス
ト
レ
イ
ン
の
ホ
ボ
ー

ケ
ン
駅
を
大
規
模
な
改
修
工
事

の
た
め
、
来
年
１
月
30
日
か
ら

約
４
週
間
閉
鎖
す
る
こ
と
を
発

表
し
た
。

　

同
駅
を
始
発
と
す
る
パ
ス
ト

レ
イ
ン
は
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
33

丁
目
の
ヘ
ラ
ル
ド
ス
ク
エ
ア
に

直
通
す
る
線
と
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン

の
ワ
ー
ル
ド
ト
レ
ー
ド
セ
ン
タ

ー
に
直
通
す
る
線
が
あ
り
、
片

道
２
・
75
ド
ル
と
安
い
た
め
毎

日
多
く
の
乗
降
客
が
い
る
が
、

閉
鎖
期
間
中
は
、
ポ
ー
ト
オ
ー

ソ
リ
テ
ィ
行
き
の
Ｎ
Ｊ
ト
ラ
ン

ジ
ッ
ト
バ
ス
に
乗
る
か
、
ペ
ン

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
行
き
の
Ｎ
Ｊ

ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
鉄
道
に
乗
る

か
、
Ｎ
Ｙ
ウ
ォ
ー
タ
ー
ウ
ェ
イ

の
フ
ェ
リ
ー
で
川
を
渡
る
方
法

し
か
な
く
な
る
。
た
だ
、
ど
の

方
法
も
現
状
よ
り
値
段
が
高
く

目
的
地
ま
で
の
時
間
も
か
か
る

た
め
、
住
民
ら
は
不
満
の
声
を

あ
げ
て
い
る
。
同
駅
の
営
業
再

開
は
２
月
25
日
を
予
定
し
て
い

る
。

　

独
立
戦
争
時
の
１
７
７
６

年
、英
国
軍
と
激
戦
を
交
わ
し
、

勝
利
し
て
独
立
へ
一
歩
前
進
し

た
歴
史
上
の
重
要
な
古
戦
場

が
、
現
在
は
日
本
人
も
多
く
暮

ら
し
て
い
る
バ
ー
ゲ
ン
郡
フ
ォ

ー
ト
リ
ー
。
３
日
ぶ
り
に
雨
が

止
ん
だ
11
月
23
日
（
土
）、
フ

ォ
ー
ト
リ
ー
史
跡
公
園
で
当
時

を
再
現
す
る
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

さ
れ
た
。

　

当
日
は
、
フ
ォ
ー
ト
リ
ー
歴

史
協
会
の
メ
ン
バ
ー
が
当
時
の

軍
人
に
扮
し
て
集
結
。
大
砲
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
実
演
や
、
当
時

の
行
進
曲
の
数
々
を
演
奏
し
た

あ
と
、
数
十
人
が
整
列
し
、
同

町
内
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
公
園
ま

で
行
進
し
た
。
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

公
園
で
は
、
マ
ー
ク
・
ソ
コ
リ

ッ
チ
市
長
の
挨
拶
と
式
典
が
行

わ
れ
た
。
午
後
に
は
史
跡
公
園

に
戻
り
、
大
砲
の
空
砲
発
射
な

ど
迫
力
あ
る
実
演
も
行
わ
れ

た
。

パ
ラ
マ
ス
公
立
図
書
館

日
本
語
読
書
会
を
開
催
中

毎
月
第
３
火
曜
日
に
１
時
間

ホリデーシーズン楽しむ
巨大な複合型商業施設
アメリカンドリームで

行進再現で248 年前にタイムスリップ 独
立
戦
争
の
舞
台
フ
ォ
ー
ト
リ
ー

パ
ス
ト
レ
イ
ン
の
ホ
ボ
ー
ケ
ン
駅

１
月
30
日
か
ら
４
週
間
閉
鎖

http://jmart-usa.com/en/
http://www.jwsny.org
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
https://japaneseschool.org
https://paramuslibrary.org/
https://www.newjerseykogumayouchien.com
mailto:japaneselanguage@paramus.bccls.org


2024年（令和 6年）12月 7日（土） ［教　育］　　（10）

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
は

11
月
18
日
、
創
立
45
周
年
記

念
日
を
迎
え
た
。
朝
の
会
で

は
岡
本
徹
学
園
長
が
学
園
の

創
立
当
時
に
つ
い
て
話
を
し

た
。
１
９
７
０
年
代
、
マ
ン
ハ

ッ
タ
ン
地
区
に
日
本
語
に
よ
る

幼
稚
園
が
な
か
っ
た
。
当
地
の

日
本
人
の
子
供
達
の
言
葉
が
英

語
の
み
に
な
り
両
親
の
母
国
語

で
あ
る
日
本
語
が
消
え
て
い
く

現
実
を
見
て
丹
羽
美
代
子
初
代

学
園
長
は
何
人
か
の
母
親
達
と

幼
稚
園
を
作
る
準
備
に
か
か
っ

た
。
そ
し
て
チ
ェ
ル
シ
ー
地
区

に
設
立
し
た
の
がJapanese 

Children’s Society 

「
よ
い
こ

の
幼
稚
園
」
で
あ
っ
た
。
放
課

後
に
は
小
学
生
の
ア
フ
タ
ー
ク

ラ
ス
も
で
き
た
と
こ
ろ
で
「
よ

い
子
の
学
園
」
と
改
名
。

　

84
年
の
リ
ー
ス
切
れ
に
よ
り

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
に
本
部
を

移
し
た
と
こ
ろ
で
丹
羽
学
園
長

が
他
界
。
園
児
も
教
師
も
嘆
き

悲
し
ん
だ
。
次
の
年
に
は
理
事

会
の
指
示
に
よ
り
岡
本
現
学
園

長
が
２
代
目
と
な
り
美
代
子
先

生
と
話
し
て
い
た
構
想
を
も
り

こ
ん
で
学
園
の
運
営
を
続
け
て

い
る
。
86
年
に
は
小
学
部
が
ス

タ
ー
ト
。
当
時
は
ク
イ
ー
ン
ズ

に
日
本
人
学
校
が
１
校
あ
っ
た

が
５
年
生
以
上
し
か
な
く
幼
小

一
貫
の
学
校
を
在
園
児
の
保
護

者
よ
り
嘆
願
さ
れ
て
い
た
。
移

転
を
迫
ら
れ
て
い
た
学
園
は
89

年
に
田
中
育
英
会
の
協
力
に
よ

り
現
在
地
に
移
転
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
在
園
児
た
ち
は
学
園

の
歴
史
を
聞
き
、
自
分
た
ち
の

学
校
は
そ
の
よ
う
な
苦
労
の
末

に
で
き
た
の
か
、
と
認
識
を
新

た
に
し
て
い
た
。

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
で
10
月
31
日
開
催
さ
れ
た

地
元
製
薬
会
社
有
志
に
よ
る
サ

イ
エ
ン
ス
教
室
で
、
初
等
部
全

員
が
科
学
の
楽
し
さ
と
学
び
を

体
験
し
た
。「
身
近
な
も
の
の

性
質
を
調
べ
よ
う
！
ム
ラ
サ
キ

キ
ャ
ベ
ツ
で
実
験
」
と
い
う
テ

ー
マ
で
、
子
ど
も
た
ち
は
ム
ラ

サ
キ
キ
ャ
ベ
ツ
の
汁
に
塩
水
、

レ
モ
ン
汁
、
石
鹸
水
、
虫
よ
け

薬
、
卵
白
な
ど
を
加
え
、
色
の

変
化
を
観
察
し
な
が
ら
水
溶
液

の
性
質
を
学
ん
だ
。

　

低
学
年
の
子
ど
も
た
ち
は
、

初
め
て
の
実
験
で
試
験
管
や
ス

ポ
イ
ト
を
使
い
、
最
初
こ
そ
緊

張
し
て
い
た
も
の
の
、
ペ
ア
の

上
級
生
の
手
助
け
で
慣
れ
て
い

く
と
、
驚
き
の
声
を
あ
げ
な
が

ら
実
験
を
楽
し
ん
で
い
た
。
キ

ャ
ベ
ツ
の
色
の
変
化
を
目
の
当

た
り
に
す
る
と
次
第
に
夢
中
に

な
り
、
全
員
が
科
学
の
面
白
さ

を
実
感
し
て
い
る
様
子
だ
っ

た
。
子
ど
も
た
ち
は
「
薬
に
興

味
を
持
っ
た
」「
同
じ
色
で
も

反
応
が
違
っ
て
面
白
か
っ
た
」

と
い
っ
た
感
想
を
寄
せ
、
中
に

は
「
他
の
物
質
で
も
試
し
て
み

た
い
」
と
い
う
意
欲
的
な
声
も

あ
っ
た
。
当
日
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

で
も
あ
り
、
研
究
者
た
ち
も
白

衣
を
身
に
ま
と
い
、
子
ど
も
た

ち
も
思
い
思
い
の
衣
装
で
参
加

し
た
理
科
室
は
、
さ
な
が
ら
バ

ッ
ク
・
ト
ゥ
・
ザ
・
フ
ュ
ー
チ

ャ
ー
の
ワ
ン
シ
ー
ン
の
よ
う
。

実
験
の
最
後
に
は
「
光
る
ス
ラ

イ
ム
」
を
作
り
、
そ
の
夜
の
ト

リ
ッ
ク
オ
ア
ト
リ
ー
ト
に
持
参

し
た
子
は
「
め
ち
ゃ
め
ち
ゃ
光

っ
て
び
っ
く
り
し
た
！
」
と
、

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
な
ら
で
は
の
楽
し

さ
も
加
わ
っ
た
。

　

こ
の
サ
イ
エ
ン
ス
教
室
は
、

地
元
製
薬
会
社
の
有
志
に
よ

り
、
子
供
た
ち
に
科
学
の
面
白

さ
を
知
り
楽
し
ん
で
も
ら
え
れ

ば
と
の
想
い
で
開
催
さ
れ
た
。

子
ど
も
た
ち
は
実
験
を
通
じ
探

究
心
や
好
奇
心
を
刺
激
さ
れ
た

だ
け
で
な
く
、
科
学
者
と
直
接

触
れ
合
う
機
会
に
、
貴
重
な
時

間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
。

　

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
語

補
習
授
業
校
（
ペ
ン
シ
ル
べ
ニ

ア
州
、
福
澤
隆
治
校
長
）
で
11

月
23
日
、
高
等
部
生
徒
に
よ
る

デ
ィ
ベ
ー
ト
大
会
が
行
わ
れ

た
。
今
年
は
３
チ
ー
ム
総
当
た

り
戦
と
な
る
予
選
を
「
日
本
に

お
い
て
国
会
議
員
の
立
候
補
年

齢
に
75
歳
の
年
齢
制
限
を
求
め

る
べ
き
」、「
国
立
大
学
の
入
試

に
お
い
て
男
女
比
を
50:

50
に

す
る
規
定
を
設
け
る
べ
き
」、

「
日
本
は
移
民
受
け
入
れ
拡
大

よ
り
国
内
の
少
子
化
対
策
を
優

先
す
る
べ
き
」
と
す
べ
て
違
う

論
題
に
す
る
新
ル
ー
ル
で
実
施

し
た
。
決
め
ら
れ
た
時
間
内
で

立
論
、
質
疑
、
第
１
反
駁
、
第

二
反
駁
の
順
に
肯
定
側
否
定
側

が
交
互
に
論
証
展
開
し
、
自
チ

ー
ム
が
主
張
す
る
メ
リ
ッ
ト
ま

た
は
デ
メ
リ
ッ
ト
が
相
手
チ
ー

ム
よ
り
い
か
に
大
き
い
か
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
。
審
査
員
は
、
理

事
、
教
員
、
保
護
者
有
志
が
担

当
、
ま
た
見
学
に
来
た
中
学
生

や
継
承
日
本
語
コ
ー
ス
の
生
徒

の
投
票
も
加
味
さ
れ
た
。

　

予
選
３
試
合
で
獲
得
点
数
の

多
か
っ
た
上
位
２
チ
ー
ム
に
よ

る
決
勝
戦
の
論
題
「
16
歳
未
満

の
子
ど
も
に
よ
る
ソ
ー
シ
ャ
ル

メ
デ
ィ
ア
の
利
用
を
禁
止
す
る

べ
き
」
は
、
そ
の
場
で
提
示
さ

れ
た
。
こ
の
準
備
な
し
の
即
興

デ
ィ
ベ
ー
ト
の
決
勝
戦
を
制
し

た
の
は
、
肯
定
側
に
立
っ
た
高

２
女
子
と
高
１
女
子
の
「
慈
憫

（
じ
み
ん
）
と
う
」
チ
ー
ム
。

優
勝
チ
ー
ム
の
高
２
女
子
生
徒

は
ベ
ス
ト
デ
ィ
ベ
ー
タ
ー
賞
も

獲
得
し
た
。
檀
上
で
の
生
徒
の

表
情
は
真
剣
そ
の
も
の
だ
っ

た
。
相
手
の
論
点
を
注
意
深
く

聞
き
、
自
分
た
ち
の
持
つ
根
拠

で
い
か
に
う
ま
く
反
論
で
き
る

か
を
考
え
、
マ
イ
ク
を
手
に
時

に
自
分
の
経
験
談
を
交
え
る
な

ど
工
夫
し
な
が
ら
、
精
一
杯
聴

衆
に
意
見
を
届
け
た
。
今
後
の

人
生
で
必
要
と
な
る
多
角
的
な

視
点
、
論
理
的
な
思
考
、
人
前

で
の
主
張
、
情
報
処
理
能
力
な

ど
を
身
に
着
け
る
実
践
的
な
場

と
な
っ
た
。

Ｎ
Ｙ
育
英
学
園
が
創
立
45
周
年

岡
本
学
園
長
が
歴
史
を
児
童
に
語
る

Ｎ
Ｊ
日
本
人
学
校
で
サ
イ
エ
ン
ス
教
室

ム
ラ
サ
キ
・
キ
ャ
ベ
ツ
で
実
験

地
元
製
薬
会
社
の
有
志
が
指
導

　

地
元
製
薬
会
社
の
有
志
に
よ

る
指
導
で
サ
イ
エ
ン
ス
教
室
の

授
業
を
受
け
る
初
等
部
児
童

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
語
補
習
授
業
校
で
デ
ィ
ベ
ー
ト
大
会

高等部の生徒たち
対立する意見

ロジカルに主張展開

mailto:nishi-doso-usa@hotmail.com
https://miray109.com/
http://www.betteratmath.com
http://www.gwjs.org
https://www.nyseikatsu.com/category/kohitsu/
gosuuke235@gmail.com
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学

校
（
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ

ッ
チ
、
岡
田
雅
彦
校
長
）
の
５

年
生
は
11
月
20
日
、
ア
ー
ト
科

の
移
動
教
室
で
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン

美
術
館
を
訪
れ
た
。
美
術
館
で

は
学
芸
員
に
案
内
し
て
も
ら
い

な
が
ら
館
内
を
ま
わ
り
、
日
本

の
仏
像
、
ア
メ
リ
カ
の
現
代
ア

ー
ト
や
エ
ジ
プ
ト
の
彫
塑
物

な
ど
を
見
て
、
何
が
見
え
る

か
、
何
を
表
し
て
い
る
か
な
ど

を
考
え
、
感
じ
、
話
し
合
い
な

が
ら
本
物
の
ア
ー
ト
作
品
に
触

れ
た
。
ま
た
事
前
に
ア
ー
ト
科

の
授
業
で
学
習
し
て
い
た
ラ
イ

ザ
・
ル
ー
の
ガ
ラ
ス
ビ
ー
ズ
の

大
規
模
な
作
品
を
実
際
に
見

て
、
児
童
は
「
細
か
い
と
こ
ろ

ま
で
本
当
に
ビ
ー
ズ
で
出
来
て

い
る
」「
カ
ー
テ
ン
や
床
な
ど

全
部
が
ビ
ー
ズ
で
で
き
て
い
て

驚
い
た
」
な
ど
と
感
嘆
の
声
が

も
れ
た
。
館
内
に
あ
る
作
品
全

て
を
見
る
に
は
時
間
が
足
り
ず

「
ま
た
家
族
と
来
た
い
」「
も
っ

と
時
間
を
か
け
て
じ
っ
く
り
見

た
い
」
と
ア
ー
ト
作
品
に
興
味

を
も
っ
て
い
た
。
今
回
の
移
動

教
室
で
よ
り
一
層
ア
ー
ト
へ
の

関
心
が
高
ま
る
貴
重
な
体
験
と

な
っ
た
。

　

11
月
27
日
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー

ジ
ー
日
本
人
学
校
（
櫻
井
幹
也

校
長
）
は
、
学
校
間
交
流
と
し

て
近
隣
の
マ
ニ
ト
ー
小
学
校
の

３
年
生
を
訪
問
し
た
。
開
会
式

で
は
、両
校
の
児
童
が
『Count 

on Me

』
を
歌
い
、
パ
ー
ト
ナ

ー
と
の
交
流
が
行
わ
れ
た
。
初

め
て
会
う
友
達
と
質
問
を
し
合

う
こ
と
で
親
睦
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
た
。
ま
た
日
本
文
化
紹

介
と
し
て
「
こ
ま
」
の
折
り
紙

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
。
マ
ニ
ト

ー
校
の
児
童
た
ち
は 

「spin!

」

と
声
を
上
げ
な
が
ら
早
速
回
し

て
遊
ん
で
い
た
。
中
に
は
喜
び

を
あ
ふ
れ
さ
せ
、
握
手
を
求
め

る
子
ど
も
も
見
ら
れ
た
。

　

サ
ン
ク
ス
ギ
ビ
ン
グ
デ
ー
前

日
と
い
う
こ
と
で
マ
ニ
ト
ー
校

か
ら
、
タ
ー
キ
ー
の
飾
り
や
お

面
づ
く
り
、
綱
引
き
ロ
ー
ラ
ー

移
動
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
な
ど
の

準
備
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
ア
メ
リ
カ
の
文
化
に
つ
い

て
の
理
解
を
深
め
る
機
会
と
な

っ
た
。
振
り
返
り
で
は
「
次
回

が
待
ち
遠
し
い
」「
英
語
を
理

解
し
た
り
話
せ
た
り
し
た
」「
ア

メ
リ
カ
人
の
友
人
が
で
き
た
」

な
ど
、
楽
し
さ
や
充
実
感
を
表

す
感
想
が
多
く
、
充
実
し
た
交

流
会
だ
っ
た
こ
と
が
伺
え
た
。

次
回
は
１
月
に
マ
ニ
ト
ー
校
の

子
ど
も
た
ち
を
迎
え
る
予
定
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

の
週
末
校
部
門
「
フ
レ
ン
ズ

ア
カ
デ
ミ
ー
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン

ド
ス
ク
ー
ル
」（
西
１
０
３

丁
目
３
１
０
番
地
、
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
：
滝
澤
佐
知
香
）
は
、

生
徒
を
募
集
し
て
い
る
。

　

同
ス
ク
ー
ル
は
土
曜
と
日

曜
に
ク
ラ
ス
を
開
講
し
、
幼

児
部
は
年
少
、
年
中
、
年
長

の
受
け
入
れ
を
行
っ
て
い

る
。
小
学
部
は
日
本
の
教
科

書
を
使
っ
た
1
年
生
か
ら
6

年
生
ま
で
が
対
象
の
国
語
算

数
教
室
と
、
子
ど
も
の
学
習

進
度
や
目
標
に
応
じ
て
フ
レ

ン
ズ
ア
カ
デ
ミ
ー
独
自
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
で
学
習
を
進
め
る
国
語
教

室
を
開
講
。
ま
た
日
本
語
学
習
を

希
望
し
、
気
軽
に
日
本
語
を
始
め

た
い
人
対
象
の
い
ろ
は
に
ほ
ん
ご

教
室
も
開
講
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
教
室
で
は
、
小
学
1
年
生

か
ら
高
校
生
ま
で
を
受
け
入
れ

て
い
る
。

　

12
月
7
日
（
土
）
午
後
4

時
45
分
か
ら
、
２
０
２
５
年

度
の
説
明
会
を
開
催
予
定
。

参
加
希
望
者
は
要
予
約
。
問

い
合
わ
せ
・
予
約
は
電
話

２
１
２
・
９
３
５
・
８
５
３
５
、

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル friends.

weekend@nyikuei.org

ま

で
。

　

こ
ど
も
の
く
に
幼
稚
園
は
サ

ン
ク
ス
ギ
ビ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー

を
行
っ
た
。
11
月
は
本
物
の
野

菜
や
果
物
を
使
っ
た
さ
ま
ざ
ま

な
実
験
や
遊
び
を
通
し
て
、
野

菜
や
果
物
に
親
し
み
を
持
っ
た

子
ど
も
達
。
食
べ
物
や
収
穫
に

感
謝
す
る
気
持
ち
も
育
て
て
き

た
。
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、
お
弁

当
の
時
間
に
思
い
思
い
に
作
っ

た
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ア
メ
リ
カ
ン
や

ピ
ル
グ
リ
ム
の
冠
を
か
ぶ
り
、

タ
ー
キ
ー
な
ど
が
飾
ら
れ
た
部

屋
に
集
ま
り
、
こ
の
日
の
た
め

に
子
ど
も
達
が
作
っ
た
り
ん
ご

入
り
の
コ
ー
ン
ブ
レ
ッ
ド
と
ク

ッ
キ
ー
が
デ
ザ
ー
ト
に
用
意
さ

れ
た
。

　
「
こ
れ
、
お
い
し
い
ね
」「
パ

ー
テ
ィ
ー
の
た
め
に
み
ん
な
で

つ
く
っ
た
ん
だ
よ
」
み
ん
な
で

食
事
を
共
に
す
る
楽
し
い
気
持

ち
と
、
誰
か
の
た
め
に
何
か
を

す
る
楽
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
た
。
サ
ン
ク
ス
ギ
ビ
ン
グ

（
収
穫
感
謝
祭
）
は
、
そ
の
名

前
の
通
り
い
ろ
い
ろ
な
も
の
に

感
謝
す
る
日
、「
あ
り
が
と
う
」

の
気
持
ち
を
伝
え
る
日
だ
と
実

感
で
き
た
。

　

11
月
25
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

日
本
人
学
校
（
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト

州
グ
リ
ニ
ッ
チ
、
岡
田
雅
彦
校

長
）
の
体
育
館
で
、
岩
佐
麻
里

子
さ
ん
に
よ
る
フ
ィ
ジ
カ
ル
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
コ
メ
デ
ィ
ー
公

演
会
が
行
わ
れ
た
。
公
演
が
始

ま
る
や
い
な
や
会
場
は
笑
い
の

渦
に
巻
き
込
ま
れ
た
。
言
葉
を

一
切
使
わ
ず
に
会
場
を
魅
了
す

る
そ
の
技
術
は
圧
巻
だ
っ
た
。

所
々
観
客
を
巻
き
込
み
な
が
ら

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
、
休
む

こ
と
な
く
笑
っ
て
い
た
。

　

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
終
わ
り

に
岩
佐
さ
ん
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
開
き
「
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

で
の
表
現
は
す
べ
て
正
し
い
か

ら
自
信
を
も
っ
て
表
現
し
よ

う
」
と
、
全
校
児
童
生
徒
に
ク

ラ
ウ
ン
の
考
え
方
を
伝
授
し
実

演
し
た
。
子
供
た
ち
は
岩
佐
さ

ん
の
指
導
を
真
剣
に
聞
き
、
想

像
上
の
ボ
ー
ル
を
大
き
く
し
た

り
、
投
げ
た
り
、
食
べ
た
り
し

て
、
体
だ
け
で
表
現
す
る
こ
と

の
楽
し
さ
を
味
わ
っ
て
い
た
。

こ
の
公
演
会
を
通
し
て
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段
は
言
葉

だ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を

学
ぶ
貴
重
な
体
験
と
な
っ
た
。

　

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

日
本
語
継
承
語
部
（
市
原
理
瑠

日
本
語
継
承
語
部
部
長
）
は
、

11
月
24
日
に
ラ
ト
ガ
ー
ス
大
学

の
日
本
語
学
習
者
か
ら
日
本
舞

踊
に
つ
い
て
学
ん
だ
。
ラ
ト
ガ

ー
ス
大
学
ア
ジ
ア
言
語
文
化
学

部
で
日
本
語
を
学
ん
で
い
る
４

年
生
の
２
人
が
日
本
舞
踊
に
つ

い
て
調
べ
た
成
果
を
ま
と
め
、

扇
子
の
使
い
方
や
踊
り
の
特
徴

に
つ
い
て
参
加
し
た
生
徒
た
ち

に
日
本
語
と
英
語
で
発
表
し

た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
日
本

語
を
継
承
語
と
し
て
学
ぶ
生
徒

た
ち
に
と
っ
て
、
新
た
な
知
識

を
深
め
る
と
と
も
に
、
外
国
語

と
し
て
日
本
語
を
学
ぶ
学
生
た

ち
に
も
大
き
な
イ
ン
ス
ピ
レ
ー

シ
ョ
ン
と
な
っ
た
。

　

育
英
サ
タ
デ
ー
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
校
（
牧
野
佳
代
子
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
）
は
11
月
2
日
、
小
学
部

3
年
生
か
ら
6
年
生
で
特
別
活

動
を
実
施
し
た
。
子
ど
も
達
が

学
年
を
超
え
た
縦
割
り
の
チ
ー

ム
を
作
り
、
日
本
語
に
関
す
る

ゲ
ー
ム
に
挑
戦
し
た
。
他
学
年

と
交
流
し
な
が
ら
緊
張
し
た
表

情
を
見
せ
て
い
た
が
、
正
答
を

得
よ
う
と
す
る
た
め
に
話
し
た

り
相
談
し
た
り
す
る
中
で
一
致

団
結
し
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
だ
。

　

こ
の
特
別
活
動
は
、
保
護
者

と
担
任
と
の
個
人
面
談
の
時
間

確
保
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い

る
。
幼
小
中
全
ク
ラ
ス
で
、
担

任
と
保
護
者
一
人
ひ
と
り
が
、

年
度
半
期
に
あ
た
る
こ
の
時
期

に
情
報
交
換
を
す
る
大
切
な
時

間
と
な
っ
て
い
る
。

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人
学
校

現
地
校
と
学
校
間
交
流

アートの世界
ブルックリン美術館で学ぶ

NY日本人学校の５年生

こどものくに幼稚園
感謝祭祝うパーティー

フ
レ
ン
ズ
ア
カ
デ
ミ
ー

土
日
週
末
ク
ラ
ス
生
徒
募
集

12
月
７
日
に
説
明
会
を
開
催

日
本
舞
踊
に
つ
い
て
学
ぶ

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
日
本
語
継
承
語
部

ラ
ト
ガ
ー
ス
大
日
本
語
学
習
者
か
ら

育
英
サ
タ
デ
ー
校

特
別
活
動
を
実
施

日
本
語
ゲ
ー
ム
に
挑
戦

演
技
で
笑
い
の
渦
に
巻
き
込
む

コ
メ
デ
ィ
ア
ン
の
岩
佐
麻
里
子
さ
ん

Ｎ
Ｙ
日
本
人
学
校
で
公
演

訂
正
と
お
わ
び
＝
本
紙
先
週
号

12
面
Ｎ
Ｙ
日
本
人
学
校
生
徒
の

国
連
訪
問
記
事
の
写
真
説
明
が

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人
学

校
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
訂
正

し
て
お
詫
び
し
ま
す
。　

mailto:nishi-doso-usa@hotmail.com
https://www.nykoyamashodo.com/
http://www.hiroogakuen.ed.jp/
https://www.kikokushijoacademy.com/
mailto:weekend@nyikuei.org
mailto:weekend@nyikuei.org
mailto:weekend@nyikuei.org


 　
硬
筆
書
写
コ
ン
ク
ー
ル
２
０
２
５
年
度
第
56

回
目
冬
期
の
課
題
を
発
表
し
ま
す
。
ワ
ン
ポ
イ

ン
ト
・
ア
ド
バ
イ
ス
を
参
考
に
し
、
見
本
に
あ

る
各
レ
ベ
ル
別
の
課
題
を
規
定
用
紙
に
書
写
し

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

【
選
考
作
品
の
発
表
】
２
月
８
日
号

応
募
締
切
：
１
月
29
日
（
水
）
必
着

●
幼
児
の
部

　

鉛
筆
を
し
っ
か
り
と
持
ち
、
姿
勢
を
正
し
て

大
き
く
力
強
い
字
を
書
き
ま
し
ょ
う

●
小
学
１
・
２
年
の
部

　

漢
字
の
「
は
ね
」
は
力
強
く
、「
は
ら
い
」
は

ゆ
っ
く
り
と
丁
寧
に
書
き
ま
し
ょ
う
。

●
小
学
３
・
４
年
の
部

　

マ
ス
の
中
心
に
字
を
書
く
こ
と
と
、
十
分
な

筆
圧
を
心
が
け
て
書
き
ま
す
。

●
小
学
５
・
６
年
の
部

　
「
と
め
、
は
ね
、
は
ら
い
」
の
基
本
点
画
を

最
後
ま
で
正
確
に
書
き
写
し
ま
す
。

●
中
学
の
部

　　

マ
ス
の
中
心
に
字
が
整
う
よ
う
に
、
そ
し
て

均
一
な
字
間
の
意
識
も
忘
れ
ず
に
。

●
高
校
・
一
般
の
部

　

点
画
の
曲
線
、
流
し
方
や
反
り
を
意
識
し
つ

つ
、
作
品
全
体
に
強
さ
や
優
し
さ
を
表
現
し
ま
す
。

応
募
規
定

 　
応
募
は
必
ず
指
定
の
書
写
用
紙
を
使
用
し
て

く
だ
さ
い
。
規
定
用
紙
は
、
弊
紙
デ
ジ
タ
ル
版

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（www.nyseikatsu.com

）

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

学
年
／
年
齢
別
の
「
課
題
」
を
書
写
し
、
用

紙
の
下
段
に
あ
る
必
要
事
項
（
団
体
名
、
連
絡

先
等
）
を
記
入
。

　

他
団
体
や
コ
ン
ク
ー
ル
に
未
提
出
で
作
品
で

あ
る
こ
と
が
前
提
。
応
募
作
品
の
返
却
は
で
き

ま
せ
ん
。
原
則
と
し
て
米
国
に
在
住
の
方
の
応

募
に
限
定
。

　

紙
面
掲
載
作
品
の
中
か
ら
年
間
最
優
秀
大

賞
、
優
秀
賞
、
年
間
で
一
番
作
品
点
数
が
多
か

っ
た
団
体
（
学
校
・
教
室
単
位
）
に
団
体
賞
を

選
出
し
、
協
賛
の
米
国
ゼ
ブ
ラ
社
よ
り
豪
華
筆

記
用
具
景
品
の
賞
品
が
贈
ら
れ
ま
す
。

2024年（令和 6年）12月 7日（土） ［教　育］　　（12  ）

＊
作
品
の
送
付
は
で
き
る
限
り
Ｅ
メ
ー
ル

（info@nyseikatsu.com

）
で
お
送
り
く
だ

さ
い
。
作
品
の
画
像
デ
ー
タ
を
メ
ー
ル
に
添

付
し
て
送
信
く
だ
さ
い
（
ス
キ
ャ
ン
し
た
Ｐ

Ｄ
Ｆ
デ
ー
タ
が
が
望
ま
し
い
）。
も
し
ど
う
し

て
も
郵
送
に
な
る
場
合
は
、
事
前
に
前
述
の

Ｅ
メ
ー
ル
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

第
56
回
冬
季
課
題
の
発
表

協賛：米国ゼブラ社

http://shidogakuin.com
https://starchildny.com/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
mailto:info@nyseikatsu.com
mailto:info@nyseikatsu.com
mailto:info@nyseikatsu.com


（13）　　 ［作文のページ］ 2024年（令和 6年）12月7日（土）「
み
ん
な
と
仲
良
く
で
き
た

初
等
部
郊
外
学
習
」

　
　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校
小
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
　
純
奈

週刊NY生活　作文のページ「ことばの泉」応募規定
 ●小、中、高生＝テーマは自由です。アメリカ生活で感じたこと、思ったことを書いて送ってください
（随時募集）。ただし、未発表の作品に限ります。●文字数＝1000 字（400 字詰め原稿用紙なら２枚
半）を目安に最長2000 字まで。●住所、氏名、電話番号、滞米期間、学校名、学年、保護者名を明記、
写真を必ず添えて  nyseikatsu.sakubun@gmail.com までお送りください。

主催 :ニューヨーク生活プレス社　後援 : 全日本空輸株式会社

　

私
の
初
等
部
校
外
学
習
の
思

い
出
は
二
つ
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
動
物
園
で
た
く

さ
ん
の
動
物
を
見
た
り
、
ク
イ

ズ
に
よ
っ
て
動
物
の
名
前
や
特

徴
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
り
し

た
こ
と
で
す
。
そ
の
中
で
も
特

に
印
象
に
残
っ
た
動
物
は
、
プ

レ
ー
リ
ー
ド
ッ
グ
と
レ
ッ
サ
ー

パ
ン
ダ
で
す
。
プ
レ
ー
リ
ー
ド

ッ
グ
は
、
ご
飯
を
食
べ
て
い
る

時
が
ハ
ム
ス
タ
ー
と
少
し
似
て

い
て
か
わ
い
か
っ
た
で
す
。
レ

ッ
サ
ー
パ
ン
ダ
は
、
ふ
さ
ふ
さ

の
し
っ
ぽ
と
歩
い
て
い
る
と
き

　

ぼ
く
が
あ
っ
た
ら
い
い
な

と
思
う
も
の
は
、
空
と
ぶ
車

で
す
。
こ
れ
の
名
前
は
、
ホ

テ
ル
カ
ー
で
す
。
ど
う
し
て
、

ほ
し
い
か
と
言
う
と
、
と
お

い
と
こ
ろ
に
行
け
る
か
ら
で

す
。

　

大
き
さ
は
ぼ
く
の
手
の
ひ

ら
ぐ
ら
い
で
、
形
は
し
か
く

く
て
色
は
に
じ
色
で
す
。
こ

の
ホ
テ
ル
カ
ー
は
と
べ
る
し
、

じ
ど
う
う
ん
て
ん
だ
し
、
す

ご
く
小
さ
い
け
れ
ど
ま
ほ
う

の
こ
と
ば
を
言
っ
た
ら
大
き

く
な
り
ま
す
。
タ
イ
ヤ
が
七

こ
あ
る
か
ら
、
こ
ろ
が
っ
て

も
こ
わ
れ
な
い
か
ら
だ
い
じ

ょ
う
ぶ
で
す
。
入
り
口
は
羽

か
ら
入
り
ま
す
。
ガ
ス
も
な

く
な
り
ま
せ
ん
。
あ
と
な
に

か
が
ほ
し
か
っ
た
ら
な
ん
で

も
く
れ
ま
す
。

　

車
の
中
は
、
ホ
テ
ル
み
た

い
だ
か
ら
レ
ス
ト
ラ
ン
と
か

へ
や
も
あ
り
ま
す
。
へ
や
は

百
三
十
三
こ
あ
る
か
ら
い
っ

ぱ
い
人
た
ち
が
す
め
ま
す
。

レ
ス
ト
ラ
ン
は
た
べ
ほ
う
だ

い
で
す
。
朝
ご
は
ん
、
昼
ご

は
ん
、
夜
ご
は
ん
は
、
い
つ

も
か
わ
り
ま
す
。
お
ふ
ろ
も

い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。
い
つ

で
も
お
ふ
ろ
に
入
れ
ま
す
。

プ
ー
ル
も
あ
る
か
ら
お
よ
げ

た
り
あ
そ
べ
ま
す
。

　

も
し
も
こ
れ
が
あ
っ
た
ら

お
金
も
ち
だ
と
思
い
ま
す
。

だ
っ
て
こ
ん
な
に
色
ん
な
も

の
を
し
て
く
れ
る
車
な
ん
か

な
い
か
ら
で
す
。

　
　
　
　
　

   　
（
滞
米
８
年
）

　
　

□　
　

□　
　

□

 ■児童生徒作文のページ■
 （記載学年は応募時のものです）

「
歴
史
の
学
習
を
通
し
て
」

　
　
　

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
小
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
服
部
　
ゆ
り

　

私
が
海
外
の
人
、
現
地
校
の

友
だ
ち
な
ど
と
接
し
て
学
ん
だ

こ
と
は
、
自
己
主
張
を
す
る
事

で
す
。

　

ア
メ
リ
カ
の
現
地
校
で
よ
く

言
わ
れ
る
の
が
、「
○
○
貸
し

て
よ
。」
と
い
う
言
葉
で
す
。

私
は
前
、
友
だ
ち
に
シ
ャ
ー
プ

　

私
が
歴
史
の
学
習
を
通
し

て
心
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は

二
つ
あ
り
、
一
つ
目
は
「
織

田
信
長
」、
二
つ
目
は
「
戦
後

の
日
本
の
復
興
」
に
つ
い
て

で
す
。

　

ま
ず
、
一
つ
目
の
織
田
信

長
に
つ
い
て
で
す
。
ど
う
し

て
織
田
信
長
が
心
に
残
っ
て

い
る
か
と
い
う
と
、
貿
易
を

盛
ん
に
し
て
、
新
し
い
方
法

で
戦
い
、
現
在
の
日
本
に
な

く
て
は
な
ら
な
い
も
の
を
取

り
入
れ
た
人
だ
か
ら
で
す
。

信
長
は
鉄
砲
の
ほ
か
に
、
眼

鏡
や
コ
ン
ペ
イ
ト
ウ
、
バ
ナ

ナ
や
カ
ス
テ
ラ
を
貿
易
に

よ
っ
て
日
本
に
取
り
入
れ
ま

し
た
。
今
私
達
は
、
こ
れ
ら

の
も
の
を
使
っ
た
り
食
べ
た

り
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は

信
長
が
貿
易
を
し
な
け
れ
ば

手
に
入
っ
て
い
な
か
っ
た
も

の
な
の
で
す
。
こ
れ
を
き
っ

か
け
に
貿
易
が
盛
ん
に
な
り
、

現
代
の
日
本
に
役
立
っ
て
い

ま
す
。
信
長
は
日
本
に
新
し

い
風
を
吹
き
い
れ
た
人
物
な

の
で
す
。

　

次
に
二
つ
目
の
「
戦
後
の

日
本
の
復
興
」
に
つ
い
て
で

す
。
私
は
、
戦
後
の
日
本
の

発
展
の
ス
ピ
ー
ド
に
驚
き
ま

し
た
。
日
本
は
１
９
４
５
年

に
太
平
洋
戦
争
に
負
け
て
、

た
く
さ
ん
の
死
者
が
出
て
、

仕
事
や
家
を
失
っ
た
人
が
大

勢
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、

人
々
は
焼
け
残
り
の
木
材
な

ど
を
使
っ
て
バ
ラ
ッ
ク
小
屋

を
建
て
る
な
ど
し
て
、
復
興

に
向
け
て
動
き
出
し
ま
し
た
。

一
方
で
、
食
料
や
生
活
物
資

は
不
足
し
ま
し
た
が
、
み
ん

な
で
助
け
合
っ
て
生
活
し
た

の
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

日
本
は
た
く
さ
ん
の
国
と
条

約
を
結
び
、
国
際
社
会
へ
の

復
帰
を
目
指
し
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
人
た
ち
が
頑
張
っ

て
い
た
か
ら
こ
そ
、
今
の
日

本
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
歴
史
を
学
習
す
る
以

前
に
は
、
正
直
「
歴
史
は
難
し

く
て
つ
ま
ら
な
そ
う
」
と
思
っ

て
い
た
の
で
す
が
、
一
年
間
学

ん
だ
今
は
、「
歴
史
っ
て
面
白

い
」
と
考
え
方
が
変
わ
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
歴
史
は
忘
れ
て

は
い
け
な
い
こ
と
を
思
い
出
さ

せ
る
も
の
で
も
あ
る
事
に
気
が

付
き
ま
し
た
。
自
分
に
無
関
係

な
昔
の
こ
と
だ
と
思
わ
ず
に
、

私
も
さ
ら
に
歴
史
を
学
び
、
考

え
て
い
け
た
ら
い
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
　
　
　

   　
（
滞
米
９
か
月
） 「

海
外
の
人
と
接
し
て

　
　
　
　
　

学
ん
だ
事
」

　
　
　

中
部
テ
ネ
シ
ー
日
本
語
補
習
校
小
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
水
　
玲
花

ペ
ン
を
貸
し
た
事
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
時
は
、
一
日
の
終
わ

り
に
返
し
て
も
ら
え
る
と
思
っ

て
い
ま
し
た
が
、
一
日
た
っ
て

も
返
し
て
も
ら
え
な
か
っ
た
た

め
、
友
だ
ち
に
聞
い
て
見
ま
し

た
。
す
る
と
そ
の
子
は
、
ご
め

ん
ね
、
他
の
子
に
貸
し
ち
ゃ
っ

た
、
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
私
は

他
の
子
が
ど
の
子
か
分
か
ら
な

か
っ
た
た
め
、
さ
が
す
の
を
あ

き
ら
め
ま
し
た
。
そ
の
シ
ャ
ー

プ
ペ
ン
は
、
書
き
や
す
く
て
お

気
に
入
り
だ
っ
た
た
め
、
と
て

も
残
念
な
気
持
ち
に
な
っ
た
事

を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

私
が
こ
の
出
来
事
か
ら
大
事

だ
と
思
っ
た
事
が
、
自
己
主
張

を
す
る
事
で
す
。
い
や
だ
と
思

っ
た
時
、
正
直
に
「
い
や
」
と

言
う
の
は
、
簡
単
な
事
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ふ
だ
ん
か
ら
仲
が

良
い
人
な
ら
な
お
さ
ら
で
す
。

け
れ
ど
そ
こ
で
「
NO
」
と
言
え

る
か
で
私
の
心
の
中
は
大
き
く

変
わ
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
己
主
張
を
す
る
事

は
、
言
葉
だ
け
で
は
な
く
、
行

動
も
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
友

だ
ち
と
の
会
話
の
中
で
知
ら
な

い
事
が
で
て
き
て
も
、
無
理
に

話
を
合
わ
せ
ず
に
、「
そ
れ
っ

て
何
？
」
と
聞
く
事
も
自
分
を

表
現
す
る
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
少
し
ず
つ
、
自
分

の
事
を
話
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
　
　
　
（
滞
米
１
年
３
か
月
）

　

私
の
今
後
の
目
標
は
自
信

を
持
つ
こ
と
で
す
。

　

そ
の
理
由
は
二
つ
あ
り
ま

す
。
一
つ
目
は
ス
ピ
ー
チ
す

る
と
き
や
発
表
す
る
と
き
に
、

（
も
う
ち
ょ
っ
と
は
き
は
き
言

え
る
な
ぁ
）、（
も
う
ち
ょ
っ

と
大
き
な
声
で
言
え
る
な
ぁ
）

と
、
思
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
と
き
、
上
手
に
言

え
な
く
て
悔
し
か
っ
た
か
ら

で
す
。

　

二
つ
目
は
自
分
の
性
格
が

は
ず
か
し
が
り
屋
だ
か
ら
で

す
。
二
年
生
の
と
き
、
健
康

観
察
で
、
名
前
を
呼
ば
れ
た

と
き
に
、
あ
ま
り
に
も
小
さ

な
声
で
、「
は
い
、
元
気
で
す
。」

と
言
っ
て
い
て
、
い
つ
も
と

な
り
の
席
の
子
に
「
元
気
っ

て
言
っ
て
た
よ
。」
と
、
フ
ォ

ロ
ー
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
し

た
。
今
で
は
だ
ん
だ
ん
、
大

丈
夫
に
な
っ
て
き
て
い
る
け

れ
ど
、
は
ず
か
し
く
な
っ
て

し
ま
う
と
き
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
ら
を
、
解
決
す
る
た

め
に
、
ス
ピ
ー
チ
が
あ
る
と

き
は
、
口
に
出
し
て
練
習
す

る
。
発
表
や
ス
ピ
ー
チ
に
ど

ん
ど
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
、

経
験
値
を
た
め
る
こ
と
が
必

要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

学
校
生
活
で
大
切
な
こ
と

は
、
自
分
に
自
信
を
持
つ
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
二
学
期

の
目
標
は
た
よ
ら
れ
る
自
分

で
、
自
信
を
持
つ
こ
と
も
、

そ
れ
に
つ
な
げ
て
い
け
れ
ば

い
い
な
と
思
い
ま
す
。
六
年

生
の
人
数
が
三
人
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
が
、
自
信
を
持

っ
て
育
英
学
園
を
引
っ
ぱ
っ

て
い
き
た
い
で
す
。

　
　

   　
（
滞
米
１
年
７
か
月
）

の
様
子
が
私
は
好
き
で
し
た
。

　

二
つ
目
は
、
同
じ
学
年
の

子
だ
け
で
は
な
く
、
ほ
か
の

学
年
の
子
と
も
仲
良
く
す
る

こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
す
。

私
は
二
学
期
か
ら
転
入
し
て

き
た
の
で
、
ほ
か
の
学
年
の

子
と
あ
ま
り
話
し
た
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
最
初

は
緊
張
し
て
い
て
、「
上
手
く

低
学
年
の
子
た
ち
と
話
す
こ

と
が
で
き
る
か
な
。
６
年
生

と
し
て
、
み
ん
な
を
引
っ
張

っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
か

な
。」
と
不
安
に
思
っ
て
い
ま

し
た
。
け
れ
ど
、
同
じ
学
年

の
子
や
５
年
生
、
４
年
生
の

子
た
ち
も
協
力
し
て
く
れ
て
、

班
の
み
ん
な
と
仲
良
く
活
動

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

み
ん
な
で
お
弁
当
を
食
べ
る

と
き
に
学
校
の
面
白
い
話
を

し
て
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

低
学
年
の
子
た
ち
も
と
て
も

か
わ
い
か
っ
た
で
す
。
家
に

帰
っ
て
か
ら
、
お
父
さ
ん
と

お
母
さ
ん
に
、
今
日
あ
っ
た

出
来
事
に
つ
い
て
た
く
さ
ん

話
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
初
等
部
校
外
学
習

で
、
み
ん
な
で
声
を
か
け
合

い
、
ほ
か
の
学
年
の
子
た
ち

と
も
協
力
す
る
大
切
さ
を
学

び
ま
し
た
。
そ
し
て
、
自
分

だ
け
で
は
な
く
み
ん
な
も
楽

し
そ
う
だ
っ
た
こ
と
が
う
れ

し
か
っ
た
で
す
。

　

ま
た
全
校
で
活
動
す
る
授

業
や
行
事
が
あ
る
の
で
今
回

学
ん
だ
こ
と
を
次
に
活
か
し

て
い
き
た
い
で
す
。　

　
　
　
　

   　
（
滞
米
３
か
月
） 「

ホ
テ
ル
カ
ー
」

　
　
　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
習
授
業
校
小
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
　
虎
輝

「
自
分
を
信
じ
て
」

　
　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
全
日
制
小
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
都
　
葵

https://japaneseschool.org
mailto:nyseikatsu.sakubun@gmail.com
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
公
立
図
書
館

（
Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｌ
）
が
「
ベ
ス
ト
・

ブ
ッ
ク
ス
」を
発
表
し
た
。「
今

年
の
ベ
ス
ト
・
ブ
ッ
ク
ス
」
の

発
表
は
約
１
世
紀
続
く
年
末
の

恒
例
行
事
で
、
職
員
た
ち
が
豊

富
な
専
門
知
識
だ
け
で
な
く
、

日
々
同
館
を
訪
れ
る
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
カ
ー
た
ち
と
の
会
話
を
も
と

に
市
民
に
す
す
め
る
作
品
を
厳

選
し
て
い
る
。
今
年
の
リ
ス
ト

に
は
、
成
人
向
け
50
作
品
、
中

高
生
向
け
50
作
品
、
子
供
向
け

１
０
０
作
品
、
ス
ペ
イ
ン
語
の

子
供
向
け
22
作
品
が
選
ば
れ
、

同
図
書
館
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で

は
、
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
や
ロ

マ
ン
ス
、
詩
集
、
歴
史
、
コ
ミ

ッ
ク
な
ど
の
ジ
ャ
ン
ル
か
ら
興

味
の
あ
る
作
品
を
検
索
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
中
高
生
向
け
の

ト
ッ
プ
10
に
は
、
ス
ラ
ム
街
出

身
の
孤
児
を
主
人
公
に
し
た
日

本
の
漫
画
『
ガ
チ
ア
ク
タ
』（
裏

那
圭
、
晏
童
秀
吉
）
も
選
ば
れ

て
い
る
。
リ
ス
ト
の
詳
細
は

公
式
サ
イ
トhttps://www.

nypl.org/

を
参
照
す
る
。

24 年度ベスト書籍
NY公立図書館が発表

■富士山（平野啓一郎、新潮社）あの時もし違う選択をし
ていたら自分は今どんな人生を歩んでいるだろう。著者
10年ぶりの短編集。表題の「富士山」 は緊急事態宣言が明
け久しぶりに再会した男女が、浜名湖に旅行に行く物語。
幾つもの人生の中で、何故、今のこの人生なのか。その疑
問に微かな光を与える5つの物語。■反回想（青山繁晴、
扶桑社）共同通信の記者時代から、故安倍総理とは友情を
育んできた著者。そんな著者だからこそ明らかにできた安
倍元総理の心の裡とは。安部元総理との交流だけでなく参
院選挙に出馬するまで、記者時代からの当時の有力政治家
との邂逅も書かれている。■灯台を読む（門井慶喜・澤田
瞳子ほか、文藝春秋）現在、日本に約3300基ある灯台は
船の安全を守るための航路標識としての役割を果たしてき
た。また、多くの文豪たちもその凜とした美しさに魅せら
れ、作品にその情景を描いてきた。現代文学を代表する直
木賞作家６人が全国各地の灯台を訪ね、歴史的・文化的・
地域的な価値を文学的な視点で探求する。■アーセナルに
おいでよ（あさのあつこ、水鈴社）幼馴染で初恋の相手・
芳竹甲斐から突然呼び出された高校3年生の川相千香は、
その文章力と思索力を見込まれスタートアップのメンバー
としてスカウトされた。会社の名前は「アーセナル」。「器
庫」という意味だという。甲斐を含む訳ありの若者4人が、
各々の個性と能力を武器に、「アーセナル」のために奔走する。■袴田事件（青
柳雄介、文春文庫）1966年、静岡県で一家4人が殺害された事件のやり直
しの裁判で、袴田巌さんに無罪が言い渡された。支え続けた姉・ひで子さん
の献身、死刑判決を書いた元裁判官の告白と謝罪など、袴田巖さんが確定死
刑囚のまま釈放された2014年以降、著者のジャーナリストは密着取材をし、
「再審無罪」への長き闘いの物語をまとめた。■箱男（安部公房、新潮文庫）
ダンボール箱をかぶって町をさまよいながら生きる「箱男」。ダンボールに
あけられた小窓から世の中を見つめる。全国各地にかなりの数の箱男が身を
ひそめている。今年で生誕100年の安部公房が1973年に発表した名作。今
年石井岳龍監督による映画が生誕100年に合わせて公開された。（山河藍）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　

あ
の
時
、
違
う
選
択
を
し
た
ら
ど
ん
な
人
生
に
。
元
記
者
で
国
会
議
員
が
綴
る
安
倍
元

総
理
。
人
気
作
家
６
人
が
灯
台
を
訪
れ
た
紀
行
集
。
起
業
に
奮
闘
す
る
青
春
小
説
。
再
審

無
罪
へ
の
長
き
闘
い
を
取
材
。
映
画
公
開
で
話
題
の
安
部
公
房
の
名
作
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

春
、
夏
、
秋
、
そ
し
て
冬
。

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
は
、
ど
ん

な
１
年
を
過
ご
し
て
い
る
の
だ

ろ
う
。
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
は

さ
ま
ざ
ま
な
動
物
や
昆
虫
の

「
食
料
」
で
あ
り
、「
隠
れ
家
」

で
あ
り
、「
営
巣
地
（
鳥
が
巣

作
り
を
す
る
場
所
）」
で
あ
り
、

そ
の
ほ
か
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
役

割
を
担
っ
て
い
る
。
絵
本
に
出

て
く
る
い
き
も
の
た
ち
は
、
１

月
が
ア
メ
リ
カ
コ
ガ
ラ
、
２
月

が
ノ
ネ
ズ
ミ
、
３
月
が
オ
ジ
ロ

ジ
カ
、
４
月
が
ア
メ
リ
カ
ヤ
マ

シ
ギ
、
５
月
が
コ
マ
ツ
グ
ミ
、

６
月
が
ワ
タ
ム
シ
、
７
月
は
野

の
花
、
８
月
は
オ
オ
カ
バ
マ
ダ

ラ
と
ト
ウ
ワ
タ
、
９
月
は
キ
マ

ダ
ラ
コ
ガ
ネ
グ
モ
、
10
月
ア
カ

ギ
ツ
ネ
と
ノ
ネ
ズ
ミ
、
11
月
は

七
面
鳥
と
ア
リ
。
そ
し
て
12
月

は
わ
た
し
た
ち
、
人
間
が
ク
リ

ス
マ
ス
ツ
リ
ー
と
し
て
木
を
切

り
飾
り
付
け
て
お
祝
い
す
る
。

　

メ
イ
ン
州
で
生
ま
れ
森
と
と

も
に
育
っ
た
著
者
に
よ
る
、
い

き
も
の
た
ち
の
共
存
を
楽
し
く

わ
か
り
や
す
く
説
明
し
た
、
ツ

リ
ー
農
園
で
の
12
か
月
の
風
景

を
描
い
た
絵
本
。
日
本
語
で
読

む
な
ら
『
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー

の
12
か
月
』（
講
談
社
）。（
高
田
）

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
の
１
年

 『Who Would Like a Christmas Tree?』
Written by Ellen Bryan Obed
Published by  Islandport Press

10 best books for adults

● The Black Utopians: Searching for 
Paradise and the Promised Land in 
America by Aaron Robertson
● The Familiar by Leigh Bardugo
● The God of the Woods by Liz 
Moore
● I Was Working by Ariel Yelen
● The Light Eaters: The New Science 
of Plant Intelligence by Zoe Schlanger 
● Rare Flavours by Ram V
● Small Rain by Garth Greenwell
● A Sunny Place for Shady People: 
Stories by Mariana Enriquez
● You Dreamed of Empires by Álvaro 
Enrigue
● You Should Be So Lucky by Cat 
Sebastian

10 best books for children

● Aloha Everything by Kaylin Melia 
George
● Detective Beans and the Case of the 
Missing Hat by Li Chen
● Everywhere Beauty Is Harlem: The 
Vision of Roy DeCarava by Gary Golio
● Godfather Death by Sally Nicholls
● Made in Asian America: A History 
for Young People by Erika Lee and 
Christina Soontornvat
● Mallory in Full Color by Elisa Stone 
Leahy
● Mishka by Edward van de Vendel 
and Anoush Elma
● The Spindle of Fate by Aimee Lim

●We Are Defi nitely Human by X. 
Fang
● When I  Wrap My Hair  by 
Shauntay Grant

https://usa.kinokuniya.com/
https://parkavenuemedicalcenter.com/
https://usa.kinokuniya.com/
https://www
https://www
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NYストスナ オシャレは街角から生まれる 154

DECEMBER

イ
マ
ジ
ン
が
今
年
も
聞
こ
え
る

　　12 月８日のジョン・レノンの命日を前にNYセントラルパークのストロ
ベリーフィールズを訪れた。1960 年代、ビートルズやグループサウンズの若
者たちが一生懸命反戦や社会の矛盾を訴えて歌っていたのが半世紀以上昔の
懐かしい思い出となってしまった。あの頃、社会はどうあるべきか、本気で
考えて議論していた。今日もストロベリーフィールドでは「イマジン」のモ
ザイクを囲んでビートルズの曲を歌うストリート・ミュージシャンや、足を
止めてそれに聞き入る幅広い年齢のニューヨーカーや旅行者で賑わっている。
ジョン・ウィンストン・オノ・レノン（1940 年 10 月９日～ 1980 年 12 月 8
日）の音楽を聴きながら、皆何を考えているのだろうか？ あの頃のアイデア
リズム（我々が努力すれば良い社会となる）は今日も通用するのだろうか？
　　                                            （ワインスタイン今井絹江、写真も )

  ◇氏名：フェイス（33 歳）
◇職業：マーケティングの仕
事をしている
◇居住地：ロンドン
◇着用の服：キャメル・コー
トはザラ、ブーツは英国製の
ドゥオ、バッグはマークス＆
スペンサー
◇よく利用する店：ロンドン
のハイストリートに並ぶお店

◇好きなブランド：マークス
＆スペンサー
◇着こなしで気をつけている
こと：エレガントで着心地の
良いこと
◇撮影場所：セントラルパー
クのストロベリーフィールズ

40 ＋
プラス
女の人生

第
１
話 
恋
愛
に
つ
い
て

藤田カンナ
美容クリニック「Re:forma」と「Kirei House」代
表として日本の美の哲学と、米国および世界中か
ら取り入れた先進的な技術を融合させ、心身の調
和を重視した総合的な美容と健康ケアを提供。女
性の健康をサポートするために開発、Femtech ア
ワードを受賞した幹細胞製品の米国代表。KAATSU
スペシャリスト認定資格およびインテグレーティ
ブ・ニュートリション認定ヘルスコーチの資格を
持ち、コロンビア大学で学んだビジネスと経営の
知識を活かし、事業運営や顧客サービスにおいて、
常に最先端のアプローチを追求している。

恋
愛
と
潤
い
：
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
出
会
う
と
い
う
こ
と

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
恋
愛
を
す

る
と
い
う
の
は
、
ま
る
で
異
文

化
の
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
る
よ
う

な
体
験
だ
。
こ
の
街
で
の
出
会

い
は
、
東
京
で
は
想
像
も
し
な

か
っ
た
視
点
や
価
値
観
に
触
れ

る
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
る
。
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
と
い
う
多
様
性
の
塊

の
よ
う
な
場
所
で
は
、
人
々
が

そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
バ
ッ
ク
グ
ラ

ウ
ン
ド
と
物
語
を
持
ち
な
が

ら
、自
分
の
色
で
輝
い
て
い
る
。

そ
れ
は
、
ま
る
で
無
限
に
広
が

る
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
歩
く

よ
う
な
感
覚
だ
。

異
文
化
の
中
で
の
出
会
い

　
あ
る
夜
、
バ
ー
で
、
隣
に
座

っ
た
パ
リ
出
身
の
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
と
出
会
っ
た
。
そ
の
会
話

は
、
ま
る
で
異
な
る
文
化
同
士

が
響
き
合
う
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
よ

う
だ
っ
た
。ア
ー
ト
や
人
生
観
、

彼
の
故
郷
の
話
に
引
き
込
ま

れ
、
気
づ
け
ば
夜
も
深
ま
っ
て

い
た
。
そ
の
日
の
う
ち
に
意
気

投
合
し
、
ク
ラ
ブ
で
朝
ま
で
踊

り
明
か
し
た
後
、
早
朝
の
セ
ン

ト
ラ
ル
パ
ー
ク
を
一
緒
に
散
歩

し
た
。
彼
の
ユ
ー
モ
ア
と
飾
ら

な
い
話
し
方
、
そ
し
て
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
な
ら
で
は
の
自
由
な
空

気
に
包
ま
れ
た
そ
の
ひ
と
と
き

は
、
私
に
と
っ
て
ま
さ
に
「
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
し
か
味
わ
え
な

い
洗
練
さ
れ
た
異
文
化
体
験
」

だ
っ
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
リ
ア
ル
な
恋

愛
事
情

　
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
街
の
恋
愛

に
は
現
実
的
な
厳
し
さ
も
あ

る
。
忙
し
い
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー

た
ち
は
、
キ
ャ
リ
ア
や
夢
を
優

先
す
る
こ
と
が
多
く
、
恋
愛
が

後
回
し
に
な
る
こ
と
も
珍
し
く

な
い
。
時
に
は
、
デ
ー
ト
の
約

束
が
直
前
で
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ

る
こ
と
や
、
突
然
関
係
が
途
切

れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。
で

も
、
そ
ん
な
と
き
で
も
決
し
て

相
手
を
追
い
か
け
て
は
い
け
な

い
。潤

い
あ
る
恋
愛
と
は

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
恋
愛

は
、
自
分
が
自
分
で
あ
る
こ
と

を
許
せ
る
安
心
感
か
ら
生
ま

れ
、
た
だ
の
ロ
マ
ン
ス
や
感
情

の
高
ま
り
に
留
ま
ら
ず
、
自
分

を
洗
練
さ
せ
る
プ
ロ
セ
ス
そ
の

も
の
。
自
分
の
価
値
観
を
再
構

築
す
る
き
っ
か
け
は
恋
愛
だ
け

で
な
く
人
生
全
体
に
「
潤
い
」

を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
。
相
手

に
対
し
て
心
を
開
き
、
自
分
が

持
っ
て
い
る
も
の
を
与
え
、
時

に
は
脆
く
な
る
勇
気
を
持
つ
こ

と
の
大
切
さ
。
こ
の
街
で
の
恋

愛
は
、
た
だ
自
分
を
満
た
す
だ

け
の
も
の
で
は
な
く
、
相
手
と

の
間
に
築
か
れ
る
信
頼
や
共
感

が
、
ど
れ
だ
け
深
く
豊
か
な
も

の
に
な
る
か
を
教
え
て
く
れ

る
。
与
え
、
受
け
取
り
、
そ
し

て
互
い
に
影
響
を
与
え
合
う
プ

ロ
セ
ス
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と

い
う
多
様
性
に
満
ち
た
環
境
の

中
で
、
特
別
な
意
味
を
持
つ
の

だ
と
思
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
自

分
自
身
を
磨
き
、
新
し
い
知
識

を
学
ぶ
た
め
の
勉
強
や
、
メ
デ

ィ
カ
ル
ス
パ
や
エ
ス
テ
で
の
セ

ル
フ
ケ
ア
、
加
圧
や
ピ
ラ
テ
ィ

ス
な
ど
の
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
で
体

を
動
か
す
時
間
―
―
外
見
を
飾

る
こ
と
に
焦
点
を
当
て
る
の
で

は
な
く
、
心
と
体
の
内
側
か
ら

自
分
を
整
え
る
こ
と
が
、
私
に

と
っ
て
の
「
自
分
を
潤
わ
せ
る

時
間
」
だ
と
感
じ
て
い
る
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
恋
愛
を
通

じ
て

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
味
わ
え
る

こ
の
感
覚
。
失
敗
も
含
め
て
自

分
の
人
生
を
受
け
入
れ
る
こ
と

を
学
び
、
異
文
化
に
触
れ
る
こ

と
で
自
分
の
価
値
観
を
磨
き
直

す
。
恋
愛
で
あ
れ
、
友
情
で
あ

れ
、
出
会
い
は
必
ず
心
に
何
か

を
残
し
て
く
れ
る
。
そ
れ
は
、

異
文
化
に
包
ま
れ
な
が
ら
、
自

分
自
身
を
見
つ
め
直
し
、
与
え

合
う
シ
ャ
ワ
ー
の
よ
う
な
も
の

だ
。
そ
し
て
そ
の
シ
ャ
ワ
ー
を

浴
び
た
後
、
私
は
ま
た
一
歩
先

の
自
分
に
な
っ
て
い
る
気
が
す

る
。

https://reformanyc.com/
http://www.salon-oasis.net
https://www.hmakabelcsw.com/
http://maliliko.com
http://www.idocenter.com
http://www.ojfd.com
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
の
ジ
ュ

エ
リ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
堂
園
ま

り
子
さ
ん
＝
写
真
＝
が
手
が
け

る
絵
画
が
５
番
街
57
丁
目
の
高

級
百
貨
店
バ
ー
グ
ド
ル
フ
・
グ

ッ
ド
マ
ン
（
Ｂ
Ｇ
）
７
階
の
特

設
催
し
物
会
場
で
展
示
販
売
さ

れ
て
い
る
。
今
年
で
４
年
連
続

の
展
示
で
世
界
各
国
か
ら
同
店

に
訪
れ
る
顧
客
た
ち
の
人
気

を
集
め
て
い
る
。
展
示
作
品

点
数
は
14
点
。
作
画
は
オ
イ

ル
パ
ス
テ
ル
、
金
箔
、
ア
ル

ミ
箔
の
ほ
か
に
今
年
の
特
長

は
金
、
銀
の
キ
ラ
キ
ラ
と
光

る
グ
リ
タ
ー
を
使
っ
て
い
る
。

価
格
は
２
０
０
０
ド
ル
か
ら

２
万
４
０
０
０
ド
ル
。
堂
園
さ

ん
の
作
品
に
は
、
カ
タ
ー
ル
や

バ
ン
コ
ク
、
米
国
内
他
州
か
ら

も
フ
ァ
ン
が
リ
ピ
ー
タ
ー
と
し

て
来
場
す
る
な
ど
世
界
の
富
裕

層
に
注
目
さ
れ
て
い
る
だ
け

に
、
バ
ー
グ
ド
ル
フ
側
も
異
例

の
４
年
連
続
の
出
展
と
意
欲
的

だ
。
開
催
は
12
月
31
日
ま
で
だ

が
、
何
点
か
は
そ
の
後
も
常
設

さ
れ
る
予
定
だ
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
美
術

家
協
会
会
員
で
画
家
の
Ｙ
Ｕ
Ｋ

Ａ
Ｋ
Ｏ
が
12
月
か
ら
２
月
ま

で
、
ロ
ウ
ア
ー
イ
ー
ス
ト
サ
イ

ド
の
ラ
ビ
ッ
ト
ハ
ウ
ス
（
エ
セ

ッ
ク
ス
通
り
41
番
地
、
電
話

６
４
６
・
４
４
８
・
４
０
２
２
）

で
個
展
を
開
催
す
る
。
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
は
12
月
11
日
（
水
）
午

後
５
時
か
ら
８
時
ま
で
、「
ホ

リ
デ
ー
チ
ア
ー
、
ク
リ
ス
マ
ス

気
分
を
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
一
緒

に
ほ
ん
の
り
過
ご
す
ひ
と
と

き
」
を
開
催
。
新
作
の
30
イ
ン

チ
×
１
６
０
イ
ン
チ
の
横
長
の

ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
（
題
名
：
ニ

ュ
ー
チ
ャ
プ
タ
ー
（
新
た
な
る

扉
）
は
、
人
生
の
中
で
誰
に
も

起
こ
り
う
る
予
期
し
な
か
っ
た

変
化
を
前
向
き
に
捉
え
て
次
の

ペ
ー
ジ
へ
向
け
て
新
た
な
る
扉

を
開
い
て
行
く
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
さ

と
意
気
込
み
を
描
い
た
も
の
。

大
作
２
点
、
中
作
２
点
、
小

作
品
６
点
の
計
10
点
を
展

示
す
る
。
問
い
合
せ
は art.

yukako@yahoo.com

ま
で
。

星
の
島
句
会　

hoshinoshima819@gmail.com

数
え
日
や
皆
様
ど
う
ぞ
良
い
年
を         
豊
島
キ
ヌ

枯
葉
舞
ふ
中
に
詩
人
の
た
め
い
き
も     
中
川
手
鞠  

極
光
が
染
め
る
機
窓
や
冬
の
旅　
　

     

長
谷
川
久
美
子

矜
持
せ
し
も
の
は
沈
黙
枯
蓮                

原
ヤ
ス
子

枯
園
や
陽
を
大
輪
の
花
と
し
て            

月
野
ぽ
ぽ
な

　

友
禅
和
紙
作
家
の
大
西
鏡
子

さ
ん
は
手
づ
く
り
き
も
の
カ
ー

ド
を
制
作
し
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン

の
源
吉
兆
庵
五
番
街
店
ほ
か
で

販
売
し
て
い
る
。
友
禅
模
様

は
、
手
描
き
の
き
も
の
文
様
と

し
て
、
江
戸
時
代
に
始
ま
っ
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
大
西
さ

ん
の
カ
ー
ド
は
、
そ
の
文
様
を

手
漉
き
の
和
紙
に
写
し
、
友
禅

和
紙
の
優
雅
さ
と
和
ら
ぎ
を
感

じ
さ
せ
る
。
大
西
さ
ん
は
「
き

も
の
と
帯
の
調
和
・
髪
型
を
工

夫
し
て
い
ま
す
。
印
刷
カ
ー
ド

で
は
な
く
、
舞
踊
の
動
き
を
元

に
し
た
立
体
的
な
デ
ザ
イ
ン
が

特
徴
で
、
納
得
し
た
作
品
だ
け

に
落
款
（
作
者
の
朱
印
）
を
押

し
て
い
ま
す
」と
話
す
。
ま
た
、

舞
踊
・
着
付
け
・
日
本
語
教
師

と
し
て
、
各
国
の
人
達
に
も
日

本
文
化
に
関
心
を
持
っ
て
欲
し

い
と
、
各
カ
ー
ド
に
は
毛
筆
で

「
寿
」「
祝
」「
幸
」
な
ど
の
漢

字
を
添
え
裏
面
に
英
語
で
そ
の

意
味
を
添
え
て
い
る
。　

　

源
吉
兆
庵
五
番
街
店
の
寺
門

Ｎ
Ｙ
支
店
長
は
「
新
規
に
開
店

し
て
以
来
、
国
際
色
豊
か
な
ご

来
店
客
に
、
日
本
舞
踊
の
動
き

か
ら
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
、
特
に
色

鮮
や
か
な
カ
ー
ド
を
ご
好
評
い

た
だ
い
て
い
ま
す
」
と
話
し
て

い
る
。
取
扱
店
は
ほ
か
に
ク
イ

ー
ン
ズ
の
さ
く
ら
や
・
日
本
マ

ー
ト
、
ア
イ
デ
ー
ル
額
装
店
。

　

マ
ル
チ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

のSAKAI

に
よ
る
絵
画
展

「SAKAI ART SHOW
 2025

」

が
１
月
１
日
（
水
）
か
ら
２

月
２
日
（
日
）
ま
で
、
ロ
ン

グ
ア
イ
ラ
ン
ド
シ
テ
ィ
ー
に

あ
る
ウ
ク
ハ
ッ
ト
（36-01 

36th Avenue

）
で
開
催
さ
れ

る
。
同
展
で
は
毎
週
、
ほ
か
の

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
の
コ
ラ
ボ
企

画
も
行
わ
れ
る
。
ま
た
、
12
月

31
日
（
火
）
午
後
６
時
か
ら
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
と

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

が
行
わ
れ
る
。
入
場
無
料
（
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
と

ラ
イ
ブ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
等
の
イ

ベ
ン
ト
は
有
料
）。
問
い
合
わ

せ
は
Ｅ
メ
ー
ルsakepump@

gmail.com

ま
で
。
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttps://www.

sakaiartnewyork.com

を
参

照
す
る
。

SAKAI 
アートショー2025
ウクハットで元旦から

友
禅
和
紙
の
き
も
の
カ
ー
ド
を
販
売

大
西
鏡
子
さ
ん
手
作
り
、
源
吉
兆
庵
五
番
街
店
ほ
か
で

YUKAKO
ラビットハウスで個展

11日にレセプション

高
級
百
貨
店
バ
ー
グ
ド
ル
フ
・
グ
ッ
ド
マ
ン
で

堂
園
ま
り
子
さ
ん
の
絵
画

４
年
連
続
の
展
示
販
売
で
人
気
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